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紙袋に入れるか大きな紙で包み、

ひもでしばるかテープやホチキス

などで止める。

●注意事項
暫 がついていても、リサイクル
に不向きなものがあります。

暫雨や雪の日は、なるべく出さないでください。
暫名刺より小さい紙は燃やせるごみにしてください。

１月より雑がみ回収袋の販売を始めました。今後とも、雑がみの分別別

にご協力をお願いします。※家庭にある紙袋でも回収します。

●袋の形式 クラフト紙製、もち手つき
●販売場所 清掃だより２月号または清掃事業所でご確認ください
●販売単価 販売店により異なります
●問い合わせ 清掃事業所（緯〈７６〉３０５３）

封筒、ハガキ

折り込みチラシ、ダイレクトメール

〈雑がみの出し方〉

貨 広報あんじょう 2010.2.1

※封筒の窓枠がフィル
ムの場合は取り除く。

暫暫暫防水加工された紙防水加工された紙 暫暫カーボン紙、ノンカーボン紙、ノンカカ
ーボン紙ーボン紙 暫暫写真、写真用プリント用紙写真、写真用プリント用紙
暫暫シュレシュレッッダーくずダーくず 暫暫圧着ハガキ圧着ハガキ 暫暫感熱感熱
紙紙（レシー（レシートト、、ファクス用紙など）ファクス用紙など） 暫暫その他その他
（（金金紙、銀紙、臭いのついた紙な紙、銀紙、臭いのついた紙などど））

〈リサイクルできない紙〈リサイクルできない紙〉〉

紙製の箱や芯、包装紙

※パンフレ
ットは、の
り付けやホ
チキス止め
をしていな
いもの。

パンフレット、コピー紙
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■
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー（
わ
く
わ

く
セ
ン
タ
ー
）も
ご
利
用
く
だ
さ

い　
市
民
活
動
団
体
の
活
動
を
支
援

す
る
た
め
、
活
動
室
、
和
室
、
印

刷
作
業
室
、
パ
ソ
コ
ン
コ
ー
ナ
ー

が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、
セ
ン

タ
ー
へ
団
体
登
録
す
れ
ば
利
用
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
登
録
要
件
　
次
の
①
か
ら
④
ま

で
の
全
て
に
該
当
す
る
団
体

①
活
動
の
拠
点
が
市
内
に
あ
る
こ

と
②
３
人
以
上
で
、
そ
の
う
ち
１
人

は
、
市
内
に
住
所
を
有
す
る
こ

と
③
公
益（
※
）を
目
的
と
す
る
旨
が

規
約
、
会
則
な
ど
に
定
め
ら
れ

て
い
る
こ
と

④
宗
教
、
政
治
、
営
利
目
的
と
し

な
い
こ
と

※
こ
こ
で
の
公
益
と
は
、「
営
利
を

目
的
と
せ
ず
、
自
主
的
に
行
う

福
祉
、
ま
ち
づ
く
り
、
子
育
て

支
援
、
環
境
保
全
、
防
災
そ
の

他
幅
広
い
分
野
の
活
動
」の
こ

と
を
い
い
ま
す
。

前
９
時
か
ら
、
来
館
者
を
優
先
に

受
け
付
け
。
来
館
者
受
け
付
け
後

は
、
午
前
　
時
か
ら
電
話
・
フ
ァ

１０

ク
ス
・
Ｅ
メ
ー
ル
で
も
受
け
付
け

し
ま
す
。

※
４
・
５
月
分
は
、
３
月
２
日
昇

午
前
９
時
か
ら
市
民
活
動
セ
ン

タ
ー（
秋
葉
公
園
レ
ス
ト
ハ
ウ

ス
内
／
大
山
町
１－

７－

１
／

緯〈
　
〉０
６
０
１
）で
受
け
付

７１
け
し
ま
す
。

　
世
代
を
超
え
た
市
民
相
互
の
交

流
の
促
進
・
市
民
活
動
（
営
利
を

目
的
と
せ
ず
、
自
主
的
に
行
う
公

益
的
な
活
動
）
の
活
性
化
を
目
的

と
し
た
施
設
で
す
。

■
施
設
概
要

●
開
館
日
時
　

捷
を
除
く
午
前
９

時
～
午
後
９
時

※
捷
が
祝
日
に
当
た
る
と
き
は
、

そ
の
直
後
の
休
日
で
な
い
日
、

　
月
　
日
～
翌
年
１
月
３
日
は

１２

２９

休
館
日
で
す
。

※
１
週
間
前
ま
で
の
予
約
で
、
午

後
　
時
ま
で
延
長
利
用
が
可
能

１０
で
す
。

●
住
所
／
電
話
番
号
　
大
東
町
　１１

－

３
／
緯〈
　
〉０
６
０
１（
市
民

７１

活
動
セ
ン
タ
ー
と
同
じ
番
号
に
な

り
ま
す
）

●
部
屋
／
定
員
　
多
目
的
ホ
ー

ル
／
　
人
、
会
議
室
／
　
人
、
第

１８０

２４

１
音
楽
室
／
５
人
、
第
２
音
楽

室
／
８
人
、
調
理
実
習
室
／
　
人
２５

●
利
用
料
　
下
表
の
と
お
り

●
施
設
の
予
約
方
法

年
間
予
約施
多
目
的
ホ
ー
ル（
調

理
実
習
室
・
会
議
室
を
含
む
）を

利
用
し
て
　
人
以
上
の
講
演
な
ど

１００

を
行
う
団
体
利
用
の
場
合
は
、
１

団
体
に
つ
き
年
間
２
日
、
１
年
先

ま
で
予
約
が
で
き
ま
す
。

※
平
成
　
年
度
分
は
、
２
月
１
日

２２

捷
～
　
日
捷
に
、
年
間
利
用
計

１５

画
を
市
民
活
動
課
へ
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。（
団
体
間
で
調
整
し

ま
す
）

一
般
予
約施

２
か
月
前
の
初
日
午

＜ 料 金 表 ＞
全日夜間午後午前

区分 午前９時～
午後９時

午後６時～
９時

午後１時～
５時

午前９時～
正午

１万４２４０円６０４０円６７２０円５０４０円全面多目的
ホール ７１２０円３０２０円３３６０円２５２０円半面

２２４０円９６０円１０６０円８００円会議室

１０２０円４４０円４８０円３６０円第１音楽室

１７６０円７６０円８４０円６２０円第２音楽室

３１００円１３２０円１４６０円１１００円調理実習室

１００円１００円１００円調理台１台

３００円３００円３００円卓球器具１組
※物品販売、営業、宣伝など営利目的の利用は上記の２倍。市民活
動センター登録団体の利用は上記金額の半額（調理台、卓球器具
を除く）。

■問 
▼
市
民
活
動
課

（
緯〈
　
〉２
２
１
８
）

７１

市市民交流センタ市民交流センターー（（１月８日現在１月８日現在））

⚔
݄
⚑
೔
昭
Φ
ー
ϓ
ン

安
城
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
の
利
用
予
約
受
け
付
け
を
開
始
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●
広
告
掲
載
期
間
　
４
月
１
日
昭

～
来
年
３
月
　
日
昭

３１

●
提
出
書
類
　
①
申
込
書
　
②
法

人
登
記
に
係
る
現
在
事
項
全
部
証

明
書（
個
人
事
業
主
の
場
合
は
住

民
票
の
写
し
）　
③
住
所
を
有
す

る
市
町
村
の
市
町
村
税（
法
人
ま

た
は
個
人
）納
税
証
明
書
　
④
会

社
概
要（
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
）

※
①
は
商
工
課
・
市
公
式
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
で
配
布
。
証
明
書
は
発

行
日
か
ら
３
か
月
以
内
の
も
の
。

●
計
画
名
　

第
２
次
安
城
市
男
女

共
同
参
画
プ
ラ
ン
中
間
改
訂
（
案
）

●
内
容
　

計
画
策
定
か
ら
３
年
間

の
実
施
状
況
を
評
価
し
、
具
体
的

施
策
や
重
点
項
目
な
ど
を
見
直
し

ま
す
。

■
計
画（
案
）を
閲
覧
す
る
に
は

●
と
き
　
２
月
１
日
捷
～
３
月
１

日
捷
午
前
８
時
　
分
～
午
後
５
時

３０

　
分（
閉
庁
・
休
館
日
を
除
く
）

１５●
と
こ
ろ
　
市
民
活
動
課
、
市
政

情
報
コ
ー
ナ
ー
、
中
央
・
各
地
区

公
民
館

※
市
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
も
掲

載
。

■
意
見
を
提
出
す
る
に
は

　
２
月
１
日
捷
～
３
月
１
日
捷
に

住
所
・
氏
名
（
法
人
の
場
合
は
、

名
称
・
代
表
者
氏
名
）
を
記
入
し
、

持
参
か
郵
送
、
フ
ァ
ク
ス
、
Ｅ
メ

ー
ル
で
市
民
活
動
課
（
〒
　－

８

４４６

５
０
１
住
所
記
載
不
要
／
胃
〈
　

〉
７６

１
１
１
２
／k

a
tsu

d
o
@
c
ity

.a

n
jo
.a
ic
h
i.jp

）へ

●
寸
法
／
広
告
掲
載
料
／
募
集
広

告
数
　

Ｂ
区
分
糸
縦
１
・
　

杓
×

０５

横
１
・
　
～
１
・
　

杓
／
　
万
７

６６５

６６６

１０

１
２
０
円
／
　
事
業
者
　

Ｄ
区
分

１０

糸
縦
１
・
　

杓
×
横
１
・
　

杓
／

０５

８３５

　
万
７
４
２
０
円
／
１
事
業
者
　

１１Ｅ
区
分
糸
縦
１
・
　
杓
×
横
　

杓

５５

３.５

／
　
万
４
１
０
０
円
／
１
事
業
者

４８
※
掲
載
位
置
は
後
日
調
整
。

●
応
募
資
格
　
住
所
を
有
す
る
市

町
村
の
市
町
村
税
を
滞
納
し
て
い

な
い
こ
と
な
ど

提
出
書
類
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

●
申
し
込
み
　
２
月
１
日
捷
～
　２６

日
晶（
必
着
）午
前
８
時
　
分
～
午

３０

後
５
時（
松
掌
抄
を
除
く
）に
持
参

か
郵
送
で
商
工
課（
〒
　－

８
５

４４６

０
１
住
所
記
載
不
要
）へ

※
市
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
内
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
（h

ttp
:/
/
w

w
w
.c
ity

.a
n
jo
.a
ic
h
i.jp

/
to
i

a
w
a
se
/
ik
e
n
/
in
d
e
x
.h
tm

l

）

か
ら
も
提
出
で
き
ま
す
。

※
電
話
で
の
意
見
提
出
は
不
可
。

■問 
▼
市
民
活
動
課

（
緯〈
　
〉２
２
１
８
）

７１■問 
▼
商
工
課

（
緯〈
　
〉２
２
３
５
）

７１

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
制
度
に
よ
る
意
見
を
募
集

三
河
安
城
駅
連
絡
通
路
広
告
物
掲
示
板
の

広
告
主
を
募
集

2 14
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■
軽
自
動
車
税
の
減
免

　
次
に
該
当
す
る
車
両
は
、
申
請

す
る
こ
と
で
軽
自
動
車
税
の
全
額

が
減
免
に
な
り
ま
す
。

　
申
請
は
、
５
月
　
日
捷
ま
で
の

２４

午
前
８
時
　
分
～
午
後
５
時
　
分

３０

１５

（
松
掌
抄
承
を
除
く
）に
、
そ
れ
ぞ

れ
必
要
書
類
を
持
っ
て
市
民
税
課

へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

手
続
き
を
し
な
い
と
い
つ
ま
で
も

税
金
が
か
か
り
ま
す
。
ま
た
、
市

外
か
ら
転
入
し
た
場
合
も
手
続
き

が
必
要
で
す
。
３
月
ま
で
に
表
１

の
場
所
で
手
続
き
を
済
ま
せ
て
く

だ
さ
い
。

　
３
月
下
旬
は
大
変
混
雑
し
ま
す

の
で
、
必
要
書
類
な
ど
事
前
に
問

い
合
わ
せ
を
し
、
早
め
に
手
続
き

し
て
く
だ
さ
い
。

■
名
義
・
住
所
変
更
・
廃
車
の
手

続
き

　
軽
自
動
車
税
は
、
毎
年
４
月
１

日
現
在
の
所
有
者
に
対
し
て
１
年

分
を
課
税
し
ま
す
（
月
割
り
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
４
月
２
日
以
降
に

廃
車
す
る
な
ど
し
て
も
、
全
額
を

納
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
）。車
を

他
人
に
譲
っ
た
り
、
廃
棄
し
た
り

し
て
現
在
所
有
し
て
い
な
く
て
も
、

●
障
害
者
が
所
有
す
る
車
両
　
一

定
の
障
害
以
上
の
身
体
・
知
的
・

精
神
障
害
者
が
所
有
・
使
用
す
る

軽
自
動
車
や
バ
イ
ク
で
、
障
害
者

一
人
に
つ
き
一
台
　

必
要
な
も
の

糸
表
２
の
と
お
り

※
障
害
内
容
に
よ
り
減
免
に
な
ら

な
い
場
合
や
家
族
運
転
で
も
対

象
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

普
通
自
動
車
税
の
減
免
や
タ
ク

シ
ー
料
金
助
成
利
用
券
の
交
付

を
受
け
て
い
る
場
合
は
減
免
で

き
ま
せ
ん
。

●
公
益
の
た
め
所
有
す
る
車
両
　

社
会
福
祉
法
人
な
ど
が
社
会
福
祉

事
業
を
す
る
た
め
所
有
し
て
い
る

軽
自
動
車
な
ど
　

必
要
な
も
の
糸

印
鑑
、
車
検
証
、
社
会
福
祉
法
人

の
定
款
な
ど

●
構
造
車
両
　
車
い
す
移
動
車
な

ど
、
身
体
障
害
者
利
用
の
た
め
構

造
を
改
造
し
て
、
乗
降
用
ス
ロ
ー

プ
や
固
定
装
置
が
装
備
し
て
あ
る

軽
自
動
車
な
ど
、
消
防
車
　

必
要

な
も
の
糸
印
鑑
、
車
検
証
、
車
両

や
写
真
な
ど
構
造
の
わ
か
る
も
の

■問 
▼
市
民
税
課

（
緯〈
　
〉２
２
１
３
）

７１

表１　主な軽自動車の年税額・ナンバー・手続き先
手続き先ナンバー年税額車種・区分

市民税課、南部・桜井支所、
北部出張所安城市

１０００円５０㏄以下
二輪

原動機付自転車
１２００円５０㏄超９０㏄以下
１６００円９０㏄超１２５㏄以下
２５００円三輪以上（ミニカー）２０㏄超５０㏄以下
１６００円農耕作業用のもの（トラクターなど）

小型特殊自動車
４７００円その他のもの（フォークリフトなど）

愛知県軽自動車協会三河分室
（岡崎市江口町３－５－２／緯

０５６４〈５３〉５３５１）
１三河２４００円１２５㏄ 超２５０㏄ 以下（側車付

き・トレーラーを含む）二輪軽二輪車

軽自動車検査協会愛知主管事
務所三河支所（岡崎市江口町３
－５－１／緯０５６４〈５３〉５１４４）

三河

３１００円

６６０㏄以下

三輪

軽自動車
３０００円貨物営業用

四輪 ４０００円貨物自家用
７２００円乗用自家用

愛知運輸支局西三河自動車検
査登録事務所（豊田市若林西町
西葉山４６／緯０５０〈５５４０〉２０４７）

４０００円２５０㏄超二輪の小型自動車

表２　障害者が所有する車両の減免申請
　　　に必要なもの

①認め印・車検証・運転免許証
②身体障害者手帳、戦傷病者手帳
のいずれか１つ

障害者本人

①認め印・車検証・運転免許証
②身体障害者手帳、戦傷病者手帳、
療育手帳、精神障害者保健福祉手
帳のいずれか１つ

障害者と同一世
帯の家族

①認め印・車検証・運転免許証・
生計同一証明書
②身体障害者手帳、戦傷病者手帳、
療育手帳、精神障害者保健福祉手
帳のいずれか１つ

障害者と同一世
帯でない家族

①認め印・車検証・運転免許証・
常時介護証明書
②身体障害者手帳、戦傷病者手帳、
療育手帳、精神障害者保健福祉手
帳のいずれか１つ

常時介護する人

軽
自
動
車
税
の
お
知
ら
せ
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現
在
、
実
施
医
療
機
関
で
優
先

的
に
接
種
す
る
対
象
者
へ
接
種
し

て
い
ま
す
。
個
人
通
知
は
し
ま
せ

ん
の
で
、
接
種
希
望
の
人
は
、
か

か
り
つ
け
医
に
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
は
、

接
種
後
２
週
間
か
ら
重
症
化
防
止
・

発
症
予
防
の
効
果
が
期
待
で
き
、

５
か
月
程
度
ま
で
持
続
し
ま
す
。

　
し
か
し
、
感
染
防
止
の
効
果
は

保
証
し
て
い
ま
せ
ん
の
で
、
接
種

後
も
、
手
洗
い
・
う
が
い
・
せ
き

エ
チ
ケ
ッ
ト
な
ど
感
染
予
防
に
心

が
け
て
く
だ
さ
い
。

●
優
先
的
に
接
種
す
る
対
象
者
　

妊
婦
、
基
礎
疾
患
を
持
っ
て
い
る

人
、
１
歳
か
ら
高
校
３
年
生
に
相

当
す
る
年
齢
の
人
、
　
歳
以
上
の

６５

人
、
１
歳
未
満
の
子
の
保
護
者
、

基
礎
疾
患
を
持
っ
て
い
る
人
の
う

ち
身
体
上
の
理
由
で
接
種
で
き
な

い
人
の
保
護
者
な
ど（
年
齢
は
接

種
時
点
の
も
の
）

●
接
種
回
数
　
　
歳
未
満
糸
２
回

１３

　
歳
以
上
糸
１
回

１３●
接
種
費
用
　
１
回
目
３
６
０
０

円
、
２
回
目
２
５
５
０
円（
１
回

目
と
異
な
る
医
療
機
関
で
接
種
す

る
場
合
は
３
６
０
０
円
）

■
生
活
保
護
世
帯
と
市
民
税
非
課

税
世
帯
に
ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用
を

補
助

●
必
要
な
も
の
　
新
型
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
予
防
接
種
済
証
の
原
本
と

写
し
、
領
収
書
の
原
本
と
写
し
、

認
め
印
、
申
請
者
本
人
名
義
の
振

り
込
み
先
の
分
か
る
も
の
を
持
っ

て
市
保
健
セ
ン
タ
ー
へ

※
同
一
世
帯
に
平
成
　
年
１
月
１

２１

日
現
在
市
外
に
住
民
登
録
し
て

い
た
人
が
い
る
場
合
、
そ
の
人

の
所
得
証
明
も
必
要
。

■問 
▼
衣
浦
東
部
保
健
所

（
緯〈
　
〉４
７
７
８
）

２１
市
保
健
セ
ン
タ
ー

（
緯〈
　
〉１
１
３
３
）

７６

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
臨
時
職

員●
採
用
日
　
４
月
１
日
昭

●
募
集
人
数
　
１
人

●
応
募
資
格
　
昭
和
　
年
４
月
２

２３

日
～
　
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

３０

●
勤
務
内
容
　
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ

ー
夜
間
管
理

●
勤
務
日
時
　

昇
～
掌
の
週
５
日

程
度
、
午
後
４
時
　
分
～
９
時
　

３０

３０

分●
賃
金
　
時
給
　
円
、
通
勤
割
増

７８０

１
日
　
円
２００

●
選
考
　
面
接（
２
月
　
日
昇
）

２３

●
申
し
込
み
　
２
月
５
日
晶
～
　１４

日
掌（
捷
を
除
く
）に
写
真
付
き
の

履
歴
書
を
持
っ
て
市
体
育
館
へ

看
護
師
・
医
療
事
務
臨
時
職

員●
採
用
日
　
４
月
１
日
昭

●
募
集
人
数
　
看
護
師
糸
５
人
程

度
　
事
務
員
糸
２
人
程
度

●
応
募
資
格
　
看
護
師
糸
昭
和
　２６

年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ
で
、
看

護
師
ま
た
は

准
看
護
師
免

許
を
持
ち
、

診
療
所
な
ど

で
実
務
経
験

が
１
年
以
上

あ
る
人
　

事
務
員
糸
昭
和
　
年
４

２６

月
２
日
以
降
生
ま
れ
で
、
各
認
定

団
体
の
医
療
事
務
講
座
を
終
了
し
、

診
療
所
な
ど
で
実
務
経
験
が
１
年

以
上
あ
る
人

●
勤
務
内
容
　
休
日
急
病
診
療
所

で
の
看
護
、
医
療
事
務
業
務

●
勤
務
日
時
　
休
日
急
病
診
療
所

の
診
療
時
間
内

●
賃
金
　

看
護
師
糸
時
給
１
８
１

３
円
、
通
勤
割
増
１
日
　
円
　

事

２００

務
員
糸
時
給
１
２
０
０
円
、
通
勤

割
増
１
日
　
円
２００

●
選
考
　
面
接（
日
時
未
定
）

●
そ
の
他
　
３
月
に
研
修
あ
り

●
申
し
込
み
　
２
月
４
日
昭
～
　１８

日
昭（
松
掌
抄
を
除
く
）に
写
真
付

き
の
履
歴
書
、
看
護
師
は
看
護
師

ま
た
は
准
看
護
師
免
許
を
持
っ
て

市
保
健
セ
ン
タ
ー
へ

臨
時
職
員
募
集

■問 
▼
市
体
育
館

（
緯〈
　
〉３
５
３
５
）

７５

■問 
▼
市
保
健
セ
ン
タ
ー

（
緯〈
　
〉１
１
３
３
）

７６

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン

接
種
に
つ
い
て

●●
と
●
と
きき

２
　
２
月月
　
日日
松松
午午
後後

１３１３

２
時
～
４

２
時
～
４
時時

●
と
こ

●
と
こ
ろろ

文
化
セ
ン
タ

　
文
化
セ
ン
タ
ーー

●
定
●
定
員員
　
　
人人（
当
日
先

（
当
日
先
着着

５００５００

順順
））

■
第
一
部

青
少
年
健
全

■
第
一
部
　
青
少
年
健
全
育育

成
推
進
大

成
推
進
大
会会

●
内
●
内
容容

ほ
か
の
模
範
と

　
ほ
か
の
模
範
と
なな

る
児
童
生
徒
や
、
地
域
で

る
児
童
生
徒
や
、
地
域
で
青青

少
年
健
全
育
成
に
尽
力
し

少
年
健
全
育
成
に
尽
力
し
てて

い
る
人
の
顕
彰

い
る
人
の
顕
彰
とと
、「
家
庭
の

、「
家
庭
の

日日
」」啓
発
用
ポ
ス
タ
ー
入

啓
発
用
ポ
ス
タ
ー
入
賞賞

者
の
表

者
の
表
彰彰

●
問
い
合
わ

●
問
い
合
わ
せせ

青
少
年
の

　
青
少
年
の

家家（（
緯緯〈〈
　
〉３
４
３
２

〉３
４
３
２
））

７６７６

■
第
二
部

家
庭
教
育
講

■
第
二
部
　
家
庭
教
育
講
演演

会会●
内
●
内
容容
　
大
棟
耕
介
氏
に

 大
  棟
  耕
  介
 氏
に
よよ

お
お
 む
ね
 こ
う
 す
け

る
講
る
講
演演「「
大
人
が
笑
え
ば

大
人
が
笑
え
ば
子子

ど
も
も
笑
う
～
ホ
ス
ピ
タ

ど
も
も
笑
う
～
ホ
ス
ピ
タ
ルル

ク
ラ
ウ
ン
が
伝
え
る
笑
顔

ク
ラ
ウ
ン
が
伝
え
る
笑
顔
とと

感
動
～

感
動
～
」」

●
問
い
合
わ

●
問
い
合
わ
せせ

文
化
セ
ン

　
文
化
セ
ン

タタ
ーー（（
緯緯〈〈
　
〉１
５
１
５

〉１
５
１
５
））

７６７６



●
と
き
　
３
月
　
日
松
～
　

２０

２２

日
承
・
　
日
松
・
　
日
掌
、

２７

２８

４
月
３
日
松
・
４
日
掌
・
　１０

日
松
・
　
日
掌
・
　
日
松
・

１１

１７

　
日
掌
・
　
日
松
・
　
日
掌
・

１８

２４

２５

　
日
抄
、
５
月
１
日
松
～
５

２９日
抄

●
と
こ
ろ
　
デ
ン
パ
ー
ク
フ

ロ
ー
ラ
ル
プ
レ
イ
ス
・
イ
ベ

ン
ト
広
場

●
内
容
　
音
楽
や
ダ
ン
ス
な

ど
デ
ン
パ
ー
ク
の
イ
メ
ー
ジ

に
合
う
春
ら
し
い
も
の
。
大

音
量
で
の
激
し
い
演
奏
な
ど

は
不
可

演
奏
時
間
糸
１
回
　
分
の
ス

３０

テ
ー
ジ
を
１
・
２
回

●
申
し
込
み
　
２
月
　
日
捷
ま
で

１５

（
必
着
）に
、
代
表
者
の
住
所
・
氏

名
・
電
話（
フ
ァ
ク
ス
）番
号
・
Ｅ

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
・
簡
単
な
プ
ロ

フ
ィ
ー
ル
・
参
加
希
望
日（
必
ず

記
入
。
参
加
可
能
日
が
複
数
あ
れ

ば
そ
れ
も
記
入
）を
記
入
し
、
演

奏
内
容
の
わ
か
る
デ
モ
テ
ー
プ

（
Ｍ
Ｄ
、
Ｃ
Ｄ
、
ビ
デ
オ
テ
ー
プ

な
ど
）を
添
え
て
、
郵
送
で
デ
ン

パ
ー
ク（
〒
　－

０
０
４
６
赤
松

４４６

町
梶
１
）へ

※
過
去
１
年
間
に
出
演
実
績
の
あ
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σ
ン
パ
ー
クủ
フ
ϥ
ワ
ー
フ
ỻ
ス
ς
ỹ
ό
ル
Ứ

イ
ベ
ン
ト
参
加
者
募
集

　
カ
メ
ム
シ
や
帰
化
ア
サ
ガ
オ
に

よ
る
農
作
物
の
被
害
が
深
刻
で
す
。

農
業
委
員
会
か
ら
、
あ
ぜ
草
焼
き

を
地
域
活
動
と
し
て
取
り
組
む
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、
昨
年
　

月
、

１２

市
長
に
建
議
書
が
提
出
さ
れ
ま
し

た
。

　
市
と
し
て
は
、
病
害
虫
防
除
の

た
め
の
草
焼
き
に
つ
い
て
は
、
事

故
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
が
な
い
よ
う
、

モ
デ
ル
的
に
取
り
組
ん
で
は
ど
う

か
と
回
答
し
ま
し
た
。

　
屋
外
焼
却
は
、
法
律
・
条
例
で

原
則
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
農

●
利
用
開
始
日
　

卓
球
場
・
剣
道

場
・
柔
道
場
・
弓
道
場
糸
２
月
　１０

日
昌
　

大
会
議
室
糸
３
月
２
日
昇

ア
リ
ー
ナ
・
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ー
ス

糸
４
月
中
旬
　

全
館
糸
５
月
１
日

松※
団
体
の
大
会
利
用
は
５
月
１
日

以
降
。

●
利
用
申
し
込
み
　
下
表
の
と
お

り

業
を
営
む
た
め
に
や
む
を
得
ず
焼

却
す
る
場
合
、
例
外
と
し
て
可
能

な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
事
前
に
回
覧
板
な
ど
で
周
知
し
、

理
解
を
得
た
う
え
で
、
地
域
全
体

の
取
り
組
み
と
し
て
草
焼
き
を
実

施
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

■問 
▼
農
務
課

（
緯〈
　
〉２
２
３
４
）

７１

■問 
▼
市
体
育
館

（
緯〈
　
〉３
５
３
５
）

７５

Χ
メ
Ϝ
γ
ඃ
֐
͕
ਂ
ࠁ
Ͱ
͢

あ
ぜ
草
焼
き
に
ご
理
解
を

一般市内登録団体利用月
２月５日晶午前９時から市体育館
窓口へ

２・３
月分

３月３日昌午前
９時から市体育
館窓口へ

３月２日昇午前
９時に中部福祉
センターで抽せ
ん会

４月分

４月３日松午前
９時から市体育
館窓口へ

４月２日晶午前
９時に中部福祉
センターで抽せ
ん会

５月分

※４月分からの予約受け付けは、ほかの体育
施設も含みます。

※６月分からの抽せん会場は、市体育館にな
ります。

市
体
育
館
の
利
用
を
順
次
開
始

る
人
は
デ
モ
テ
ー
プ
の
提
出
不

要
。

●
そ
の
他
　
①
応
募
者
多
数
の
場

合
は
調
整
し
、
出
演
を
お
断
り
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
　
②
出
演
者

１
人
に
つ
き
２
枚
の
デ
ン
パ
ー
ク

招
待
券
を
差
し
上
げ
ま
す
　
③
デ

モ
テ
ー
プ
は
返
却
し
ま
せ
ん
　

④
出
演
を
依
頼
す
る
場
合
は
２
月

　
日
掌
ま
で
に
連
絡
し
ま
す

２８

■問 
▼
デ
ン
パ
ー
ク

（
緯〈
　
〉７
１
１
１
）

９２



地
球
と
生
き
る
家

　
地
球
は
温
暖
化
し
て
い
る
そ

う
で
す
が
、
今
年
の
お
正
月
は

と
て
も
寒
か
っ
た
で
す
ね
。
仕

事
始
め
の
日
、
一
週
間
ほ
ど
住

人
の
い
な
か
っ
た
市
庁
舎
は
、

建
物
そ
の
も
の
が
冷
え
切
っ
て

い
て
、
暖
房
を
入
れ
て
も
な
か

な
か
温
ま
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
と
こ
ろ
で
皆
さ
ん
は
、
自
宅

で
の
生
活
で
、
ど
こ
に
ど
の
く

ら
い
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
使
わ
れ

て
い
る
か
、
ご
存
じ
で
す
か
？

　
図
を
見
て
く
だ
さ
い
。
一
番

が
家
電
製
品
や
照
明
な
ど
。
次

が
給
湯
と
暖
房
で
、
二
つ
を
合

わ
せ
る
と
　
％
以
上
で
す
。
冷

５０

房
は
意
外
に
少
な
い
。

　
最
近
、
家
庭
部
門
の
Ｃ
Ｏ
２

を
削
減
す
る
方
策
と
し
て
、
家

電
製
品
の「
エ
コ
換
え
」と
と
も

に
、「
住
宅
そ
の
も
の
の
エ
コ
化
」

が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
吉
田

兼
好
は『
徒
然
草
』の
中
で「
家

の
つ
く
り
や
う
は
夏
を
む
ね
と

す
べ
し
」と
述
べ
て
い
ま
す
が
、

デ
ー
タ
か
ら
は
、
現
代
人
の
生

活
を
前
提
と
す
れ
ば
、
暖
か
さ

や
お
湯
を
ど
う
確
保
す
る
か
が

重
要
だ
と
い
え
ま
す
。

　「
エ
コ
住
宅
」の
明
確
な
定
義

は
難
し
い
の
で
す
が
、
例
え
ば
、

自
然
光
に
よ
る
照
明
。
夏
は
太

陽
熱
を
遮
り
、
冬
は
最
大
限
取

り
入
れ
る
。
自
然
通
風
。
自
然

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
。
熱
や
冷

気
を
逃
が
さ
な
い
…
。
立
地
条

件
に
合
わ
せ
て
、
そ
ん
な
工
夫

が
う
ま
く
組
み
合
わ
さ
れ
た
家

と
い
う
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。

多
湿
の
日
本
で
は
、
高
気
密
・

高
断
熱
と
通
風
・
換
気
を
両
立

さ
せ
る
工
夫
が
必
要
で
す
。
ま

た
、
家
は
壊
す
と
大
量
の偐
ゴ

ミ
做に
変
わ
り
ま
す
。
で
す
か

ら
、「
長
く
住
み
続
け
ら
れ
る
」

と
い
う
の
も
重
要
な
要
素
で
す
。

適
度
な
間
伐
や
切
り
出
し
に
よ

る
森
林
保
全
を
考
え
る
と
、

「
国
産
材
の
使
用
」も
大
事
。

　
現
在
建
設
中
の
新
・
安
城
保

育
園
に
は
、
屋
根
に
設
置
し
た

太
陽
熱
パ
ネ
ル
で
暖
め
た
空
気

を
、
冬
は
床
下
に
送
っ
て
床
暖

房
し
、
夏
は
プ
ー
ル
の
シ
ャ
ワ

ー
温
水
に
使
う
パ
ッ
シ
ブ
・
ソ

ー
ラ
ー
の
し
く
み
を
、
市
内
の

公
共
施
設
と
し
て
は
初
導
入
し

ま
し
た
。
ま
た
、
桜
井
地
区
区

画
整
理
事
業
の
一
環
で
、
建
物

移
転
に
伴
い
仮
居
住
す
る
人
や

近
隣
の
皆
さ
ん
に「
エ
コ
住
宅
」

を
実
際
に
体
験
し
て
い
た
だ
く

目
的
で
、
環
境
共
生
型
仮
移
転

住
宅
を
５
棟
建
設
す
る
こ
と
と

し
、
現
在
、
提
案
公
募
を
し
て

い
ま
す
。

　
国
の「
住
宅
エ
コ
ポ
イ
ン
ト

制
度
」も
始
ま
り
ま
す
。
皆
さ

ん
も「
地
球
と
仲
良
く
生
き
る

家
」に
つ
い
て
、
研
究
さ
れ
て

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

　
副
市
長（
環
境
政
策
担
当
）

山
田
　

朝
夫
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●
任
期
　
４
月
～
平
成
　
年
３
月

２４

●
募
集
人
数
　
３
人
程
度

●
応
募
資
格
　
市
内
在
住
・
在
勤
・

在
学
の
満
　
歳
以
上（
４
月
１
日

２０

時
点
）で
、
平
日
昼
間
の
会
議
に

出
席
で
き
る
人

●
活
動
内
容
　
第
２
次
安
城
市
男

女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
の
推
進
な
ど
、

市
の
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
取

り
組
み
へ
の
意
見
・
提
言
な
ど

●
選
考
　
書
類
審
査
・
面
接

●
申
し
込
み
　
２
月
　
日
晶（
当

１９

日
消
印
有
効
）ま
で
に
、
所
定
の

応
募
用
紙
と
意
見
調
査
票
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、
郵
送
か
フ
ァ
ク

ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
市
民
活
動
課

（
〒
　－

８
５
０
１
住
所
記
載
不

４４６
要
／
胃〈
　
〉３
７
４
１
／katsu

７２

do@
city.anjo.aichi.jp

）へ

※
応
募
用
紙
と
意
見
調
査
票
は
同

課
、
市
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で

配
布
。

　
受
賞
者
に
は
、
賞
状
と
記
念
品

を
差
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
最
優

秀
作
品
は
、
今
年
の
環
境
美
化
標

語
と
し
て
使
用
し
ま
す
。

●
応
募
資
格
　
市
内
在
住
・
在
勤
・

在
学
の
人

●
応
募
内
容
　
ご
み
の
ポ
イ
捨
て
・

不
法
投
棄
防
止
、
犬
の
ふ
ん
の
始

末
、
ご
み
拾
い
・
清
掃
な
ど

●
申
し
込
み
　
３
月
１
日
捷（
当

日
消
印
有
効
）ま
で
に
、
標
語
と

住
所
・
氏
名（
ふ
り
が
な
）・
年
齢

■問 
▼
市
民
活
動
課

（
緯〈
　
〉２
２
１
８
）

７１

（
学
生
は
学
校
名
・
学
年
）・
電
話

番
号
を
持
参
か
郵
送
、
フ
ァ
ク
ス
、

Ｅ
メ
ー
ル
で
清
掃
事
業
所（
〒
　４４４

－

１
１
５
５
堀
内
町
西
新
田
２
／

胃〈
　
〉１
３
１
８
／kankyo-h

７７

ozen@
city.anjo.aichi.jp

）へ

※
応
募
は
１
人
１
句
、
未
発
表
の

も
の
に
限
り
ま
す
。
様
式
は
問

い
ま
せ
ん
。

■問 
▼
清
掃
事
業
所

（
緯〈
　
〉３
０
５
３
）

７６

市
男
女
共
同
参
画
審
議
会
委
員

を
募
集

環
境
美
化
標
語
を
募
集

新新・・安城保育園の太陽熱パネ安城保育園の太陽熱パネルル



会
計

●
債
務
負
担
行
為

２
億
円
／
北
部
施

設
整
備
事
業（
鰻
）

指
定
管
理
者
の
指
定

公
募
に
よ
る
選
考
の
結
果
、
次
の
施

設
に
つ
い
て
、
指
定
管
理
者
を
指
定
し

ま
し
た
。

●
施
設
名
／
指
定
し
た
団
体
／
指
定
し

た
期
間

○
市
民
交
流
セ

ン
タ
ー
／
特

定
非
営
利
活

動
法
人
エ
ヌ

ピ
ー
オ
ー
愛

知
ネ
ッ
ト
／

平
成

年
４

２２

月
１
日
昭
か

平
成

年
度
の

月
補
正
予
算
３

２１

１２

６
０
０
万
円
余
を
減
額

９
月
補
正
予
算
以
降
、
新
た
に
必
要

と
な
っ
た
事
業
な
ど
に
一
般
会
計
で
２

億

万
円
余
を
増
額
し
、
特
別
会
計
６

１００
会
計
で
２
億
３
７
０
０
万
円
余
を
減
額

し
ま
し
た
。

歳
出
の
補
正
な
ど
主
な
内
容
は
次
の

と
お
り
で
す
。

な
お
、
人
件
費
は
人
事
院
勧
告
に
基

づ
く
も
の
や
育
児
休
業
者
の
増
加
な
ど

に
よ
り
、
３
億
７
３
０
０
万
円
余
の
減

額
と
な
り
ま
し
た
。

◆
一
般
会
計

●
民
生
費

２
８
０
０
万
円
余
増
／
東

端
保
育
園
移
転
建
設
用
地
購
入
費
、
後

期
高
齢
者
福
祉
医
療
費
給
付
事
業
、
認

知
症
高
齢
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
消
防
用

設
備
整
備
補
助
金
な
ど

●
衛
生
費

２
５
０
０
万
円
増
／
新
型

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
扶
助
費
な

ど●
労
働
費

２
８
０
０
万
円
余
増
／
中

小
企
業
緊
急
雇
用
安
定
補
助
金
な
ど

●
土
木
費

３
億

万
円
余
増
／
南
明

８００

治
第
一
土
地
区
画
整
理
事
業
用
地
購
入

費
、
緑
箕
輪
２
号
線
道
路
用
地
購
入
費
、

北
大
坪
東
荒
子
線
道
路
用
地
購
入
費
な

ど（
以
下
、
鰻
は
平
成

年
度
ま
で
の
、

２２

厩
は
平
成

年
度
ま
で
の
限
度
額
の
意

２４

味
）

●
債
務
負
担
行
為

１
億
５
０
０
０
万

円
／
電
線
類
地
中
化
事
業（
Ｊ
Ｒ
安
城

駅
前
）（
鰻
）、１
億
円
／
道
路
側
溝
等
新

設
改
良
事
業（
鰻
）、７
１
３
０
万
円
／

市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
管
理
運
営
事
業

（
厩
）、４
８
０
０
万
円
／
固
定
資
産
税

総
合
シ
ス
テ
ム
機
器
更
新
事
業（
鰻
）、

２
０
０
０
万
円
／
作
野
小
学
校
校
舎
増

築
周
辺
整
備
事
業（
鰻
）、１
８
０
０
万

円
／
北
中
学
校
格
技
棟
改
築
周
辺
整
備

事
業（
鰻
）な
ど

◆
子
育
て
応
援
特
別
手
当
給
付
事
業
特

別
会
計

２
億
３
２
０
０
万
円
減
／
国
の
予
算

見
直
し
に
よ
る
事
業
の
執
行
停
止

◆
下
水
道
事
業
特
別
会
計

１
２
０
０
万
円
余
増
／
取
付
管
設
置

工
事
費
な
ど

●
債
務
負
担
行
為

２
億
３
３
０
０
万

円
／
汚
水
管
路
整
備
事
業（
鰻
）

◆
安
城
北
部
土
地
区
画
整
理
事
業
特
別
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平
成

年
第
４
回
安
城
市
議
会
定
例
会
を

月
２
日
か
ら

日
ま
で
開
催
し
、
提
出

２１

１２

１７

さ
れ
た
「
平
成

年
度
安
城
市
一
般
会
計
補
正
予
算
」な
ど

案
件
を
原
案
ど
お
り
可
決

２１

１７

し
た
ほ
か
、
１
案
件
の
報
告
、
諮
問
案
１
件
を
異
議
な
い
旨
答
申
し
ま
し
た
。

３
日
と
４
日
の
一
般
質
問
に
は
、

人
の
議
員
か
ら
子
育
て
・
教
育
、
環
境
、
市
民

１０

生
活
、
福
祉
、
都
市
整
備
、
行
財
政
な
ど
市
政
の
各
方
面
に
わ
た
り
質
問
が
あ
り
ま
し

た
。本

会
議
の
詳
し
い
内
容
は
、
３
月
上
旬
か
ら
市
役
所
市
政
情
報
コ
ー
ナ
ー
、
中
央
図

書
館
に
設
置
す
る
「
会
議
録
」ま
た
は
市
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
「
市
議
会
の
ペ
ー
ジ
」
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

な
お
、
一
般
質
問
は
、
同
サ
イ
ト
内
の
「
議
会
映
像
配
信
」で
公
開
し
て
い
ま
す
。

■問
▼
議
事
課（
緯〈

〉２
２
５
２
）

７１

議議議会会
だよだよりり

１２月市議会から



議会 だ よ り

ら
３
年
間

○
秋
葉
い
こ
い

の
広
場
／
コ

ニ
ッ
ク
ス
株

式
会
社
／
平

成

年
４
月

２２
１
日
昭
か
ら

１
年
間

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦

平
成

年
３
月

日
昌
で
任
期
満
了

２２

３１

と
な
る
加
藤
元
惠
氏
（
桜
町
／

歳
）の

５３

後
任
に
、
引
き
続
き
同
氏
を
推
薦
す
る

こ
と
に
つ
い
て
、
異
議
が
な
い
旨
の
答

申
を
し
ま
し
た
。

■
自
転
車
利
用
促
進
へ
の
取
り
組
み
に

つ
い
て

問

サ
ン
ク
ス
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
開

策
と
し
て
購
入
補
助
な
ど
を
す
る
こ
と

は
考
え
て
い
ま
せ
ん
が
、
来
年
度
当
初

予
算
の
編
成
に
向
け
て
、
総
合
的
な
観

点
か
ら
支
援
策
を
検
討
し
ま
す
。

■
少
人
数
学
級
の
拡
大
に
つ
い
て

問

小
学
校
３
年
生
へ
の
拡
大
が
実
施

計
画
で
方
針
変
更
さ
れ
た
経
緯
・
理
由

を
伺
い
た
い
。

答

本
市
で
は
、
周
辺
市
に
先
駆
け
て
、

平
成

年
度
よ
り
小
学
校
１
年
生
の
少

１５

人
数
学
級
を
実
施
し
、
以
降
、
小
学
２

年
生
、
中
学
１
年
生
と
、
対
象
の
拡
大

を
図
っ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
急
激
な
景
気
悪
化
の
影
響

に
よ
っ
て
市
税
収
入
が
大
き
く
落
ち
込

む
中
で
、
当
面
の
緊
急
措
置
と
し
て
、

全
て
の
施
策
の
事
業
規
模
や
進
行
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
の
再
検
討
が
必
要
と
な
り
ま

し
た
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
優
先
度
の
高
い

教
育
関
係
予
算
に
お
い
て
も
例
外
で
は

な
く
、
現
状
の
施
策
水
準
の
維
持
を
最

優
先
に
、
全
体
枠
の
中
で
施
策
の
再
編

に
取
り
組
み
ま
し
た
。

こ
の
中
で
、
今
年
の
実
施
計
画
で
は
、

引
き
続
き
厳
し
い
財
政
状
況
で
す
が
、

ま
ず
は
、
来
年
度
以
降
に
つ
い
て
、
教

科
担
任
が
不
足
し
て
い
る
中
学
校
で
の

適
切
な
少
人
数
学
級
運
営
の
た
め
、
非

常
勤
の
臨
時
職
員
を
第
一
に
計
上
し
ま

し
た
。

な
お
、
今
後
の
小
学
３
年
生
へ
の
拡

大
に
つ
い
て
は
、
児
童
数
の
伸
び
や
、

催
さ
れ
た
、
幼
児
２
人
同
乗
自
転
車
試

乗
会
の
結
果
と
、
子
育
て
支
援
も
含
め

た
利
用
促
進
策
を
伺
い
た
い
。

答

試
乗
会
は
、
メ
ー
カ
ー
６
社
の
協

力
に
よ
り
、
安
全
基
準
が
満
た
さ
れ
た

３
輪
の
も
の
や
ア
シ
ス
ト
付
き
な
ど
の

自
転
車
８
台
を
集
め
て
開
催
し
ま
し
た
。

試
乗
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
は
、
車
両
が

安
定
し
て
い
て
安
全
で
乗
り
や
す
い
が
、

購
入
す
る
に
は
高
額
で
あ
る
と
い
う
意

見
が
多
数
で
し
た
。

西
三
河
８
市
の
状
況
は
、
本
市
と
高

浜
市
を
除
く
６
市
が
、
購
入
補
助
や
貸

し
出
し
な
ど
で
の
利
用
促
進
策
を
講
じ

て
い
ま
す
が
、
本
市
と
し
て
は
、
幼
児

の
安
全
を
守
る
の
は
保
護
者
の
責
務
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
保
護
者
自
ら
の
責
任

に
お
い
て
、
通
園
中
の
幼
児
の
安
全
確

保
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
原
則
と
考

え
て
い
ま
す
。
従
っ
て
、
子
育
て
支
援

受
け
皿
と
し
て
の
教
室
の
準
備
、
さ
ら

に
は
継
続
的
な
実
施
に
必
要
な
財
源
の

確
保
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
面
か
ら
、
引

き
続
き
精
査
し
、
来
年
度
の
実
施
計
画

ま
で
に
は
、
方
針
を
明
ら
か
に
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

■
保
育
料
減
免
制
度
に
つ
い
て

問

減
免
制
度
を
周
知
す
る
べ
き
と
考

え
る
が
、
今
後
の
対
応
を
伺
い
た
い
。

答

制
度
の
内
容
は
、
市
税
条
例
の
減

免
規
定
に
準
じ
、
負
傷
、
疾
病
な
ど
の

理
由
に
よ
り
、
所
得
が
前
年
度
に
比
較

し
て
２
分
の
１
以
下
に
減
少
す
る
と
認

め
ら
れ
る
場
合
、
ま
た
、
市
税
条
例
施

行
規
則
に
準
じ
、
震
災
、
風
水
害
な
ど

に
よ
り
家
屋
ま
た
は
償
却
資
産
が
被
害

を
受
け
た
場
合
や
火
災
に
よ
り
家
屋
が

被
害
を
受
け
た
場
合
に
、
そ
の
被
害
の

程
度
に
応
じ
て
減
免
を
し
ま
す
。
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は
、

月

日
に
刈
谷
公
共
職
業
安
定

１１

３０

所
管
内
に
お
い
て
、
第
１
回
目
が
開
催

さ
れ
、
本
市
か
ら
も
担
当
職
員
が
対
応

に
あ
た
り
ま
し
た
。

人
か
ら
相
談
が

２１

あ
り
、
そ
の
う
ち
５
人
が
本
市
の
関
係

の
人
で
し
た
。
直
接
、
生
活
保
護
に
結

び
つ
く
人
は
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
融

資
や
住
宅
な
ど
の
相
談
を
受
け
ま
し
た
。

■
三
河
安
城
駅
周
辺
地
区
の
市
街
化
区

域
拡
大
に
つ
い
て

問

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
見

直
す
な
か
で
、
市
街
化
区
域
拡
大
に
つ

い
て
の
考
え
を
伺
い
た
い
。

答

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
は
、

今
年
度
中
に
見
直
し
す
る
よ
う
進
め
て

い
ま
す
。
上
位
計
画
で
あ
る
県
の
西
三

河
区
域
の
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

に
合
わ
せ
て
、
来
年
度
に
公
表
し
て
い

く
予
定
で
す
。
こ
の
中
で
、
三
河
安
城

駅
周
辺
に
つ
い
て
は
、
広
域
拠
点
と
し

て
の
機
能
を
よ
り
充
実
す
る
必
要
が
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、
新
た
な
住

宅
市
街
地
の
形
成
を
図
る
候
補
地
と
し

て
位
置
付
け
て
い
ま
す
。

環
境
首
都
を
め
ざ
す
本
市
に
と
っ
て
、

農
地
を
保
全
す
る
こ
と
も
重
要
で
す
の

で
、
市
街
化
区
域
を
拡
大
す
る
に
あ
た

っ
て
は
、
周
辺
の
土
地
利
用
と
の
調
和

を
心
が
け
ま
す
。

な
ら
ば
、
地
域
の
理
解
が
得
ら
れ
る
可

能
性
が
あ
り
、
市
民
の
要
望
に
も
答
え

ら
れ
る
と
考
え
ま
す
。

し
か
し
、
管
理
者
の
い
る
堀
内
公
園
、

柿
田
公
園
、
南
部
公
民
館
周
辺
の
公
共

用
地
な
ど
へ
の
新
た
な
施
設
の
整
備
に

つ
い
て
は
、
公
園
の
コ
ン
セ
プ
ト
が
変

わ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
近
隣
住
民
の

み
な
ら
ず
、
利
用
者
の
声
も
十
分
お
聞

き
し
、
慎
重
に
検
討
す
る
こ
と
が
必
要

で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

■
貧
困
ビ
ジ
ネ
ス
に
つ
い
て

問

緊
急
一
時
宿
泊
事
業
の
状
況
と
、

失
業
者
な
ど
を
１
つ
の
窓
口
で
支
援
す

る
た
め
に
試
行
さ
れ
た
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

サ
ー
ビ
ス
の
結
果
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

答

国
が
打
ち
出
し
た
ホ
ー
ム
レ
ス
緊

急
一
時
宿
泊
事
業
を
受
け
て
、
本
市
で

は
、

月
か
ら
緊
急
一
時
宿
泊
事
業
を

１０

開
始
し
ま
し
た
。
こ
の
事
業
は
、
解
雇

や
派
遣
労
働
者
の
雇
い
止
め
な
ど
に
よ

る
ホ
ー
ム
レ
ス
な
ど
の
増
加
に
対
応
す

る
た
め
、
市
が
旅
館
や
ホ
テ
ル
を
借
り

上
げ
、
一
時
的
な
宿
泊
所
を
提
供
し
、

自
立
に
向
け
た
支
援
を
し
ま
す
。
こ
れ

ま
で
１
人
が
利
用
し
ま
し
た
。
人
数
は

限
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
今
後
も
生
活
保

護
制
度
と
と
も
に
活
用
を
図
り
ま
す
。

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

の
状
態
で
は
た
い
肥
に
な
ら
な
い
た
め
、

熟
成
す
る
場
所
が
必
要
で
す
。
ま
た
、

受
け
取
り
、
保
管
、
運
搬
に
も
手
間
と

費
用
が
か
か
る
こ
と
か
ら
具
体
化
し
て

い
な
い
の
が
現
状
で
す
。

し
か
し
、
仙
台
市
や
小
金
井
市
で
は
、

手
間
と
費
用
を
か
け
な
が
ら
も
、
乾
燥

生
ご
み
の
回
収
事
業
を
実
験
的
に
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
事
例
を
検
証
し
な

が
ら
、
今
後
も
研
究
を
続
け
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
ず
は
、
現
在
３
か
所
で
実
施
し
て

い
る
百
円
市
を
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
乾
燥
生
ご
み
の
交
換
量
を
増
や
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

■
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
の
で
き
る
公
園
整
備

に
つ
い
て

問

現
在
ま
で
の
検
討
結
果
と
管
理
者

の
い
る
既
存
の
公
園
で
の
整
備
の
可
能

性
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

答

矢
作
川
の
河
川
敷
に
計
画
し
た
バ

ー
ベ
キ
ュ
ー
場
に
つ
い
て
は
、
管
理
す

る
国
土
交
通
省
の
占
用
許
可
が
得
ら
れ

ず
、
整
備
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
個
人
責
任
の
範
囲
で
、
現
状

の
河
川
敷
で
楽
し
む
こ
と
は
可
能
と
の

見
解
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

一
方
、
近
く
に
管
理
者
が
い
て
、
管

理
の
行
き
届
い
た
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
施
設

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
制
度
の
周
知

に
つ
い
て
は
、
不
十
分
な
点
が
あ
り
、

改
善
を
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

今
後
は
、
保
護
者
か
ら
の
相
談
な
ど

に
も
応
ず
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、

保
育
士
へ
の
周
知
を
図
り
ま
す
。

■
乾
燥
生
ご
み
の
リ
サ
イ
ク
ル
に
つ
い

て問

市
内
の
Ｊ
Ａ
産
直
市
で
エ
コ
ポ
イ

ン
ト
と
交
換
で
き
、
そ
の
エ
コ
ポ
イ
ン

ト
で
野
菜
が
交
換
で
き
る
よ
う
に
な
ら

な
い
か
伺
い
た
い
。

答

産
直
市
で
扱
う
場
合
に
は
、
家
庭

ご
み
の
品
質
が
重
要
で
、
乾
燥
生
ご
み
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考
え
ま
す
。

新
安
城
駅
か
ら
八
千
代
病
院
ま
で
の

歩
道
設
置
に
つ
い
て
は
、
現
状
で
は
歩

道
を
設
置
す
る
幅
員
の
余
裕
が
あ
り
ま

せ
ん
。
用
地
買
収
や
建
物
補
償
な
ど
の

必
要
が
あ
り
、
ま
た
、
沿
線
に
お
住
ま

い
の
人
な
ど
の
ご
理
解
も
必
要
で
す
の

で
、
地
元
町
内
会
の
ご
意
見
を
伺
い
た

い
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
、
歩
行
者
の
安
全
確
保
は
非

常
に
重
要
で
す
の
で
、
ほ
か
の
ル
ー
ト

を
含
め
、
対
策
を
検
討
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

■
平
成

年
度
当
初
予
算
の
編
成
方
針

２２

に
つ
い
て

問

地
域
経
済
を
活
性
化
さ
せ
る
た
め

の
方
策
を
伺
い
た
い
。

答

景
気
は
持
ち
直
し
て
き
て
い
る
と

は
い
う
も
の
の
、
雇
用
情
勢
は
依
然
と

し
て
厳
し
く
、
予
断
を
許
さ
な
い
状
況

に
あ
り
、
本
市
に
お
い
て
も
景
気
悪
化

の
影
響
に
よ
り
、
さ
ら
に
税
収
が
落
ち

込
む
こ
と
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

来
年
度
、
当
初
予
算
編
成
の
基
本
的

な
考
え
方
と
し
て
、「
市
民
生
活
に
不
可

欠
な
サ
ー
ビ
ス
の
水
準
維
持
」「
地
域
経

済
活
性
化
策
を
通
じ
て
の
雇
用
安
定
」

「
健
全
財
政
の
堅
持
」の
３
つ
の
方
針
を

掲
げ
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
限
ら
れ
た
財
源
の
効
率
的

な
配
分
の
観
点
か
ら
事
業
の
厳
選
を
徹

底
す
る
一
方
、
各
部
署
か
ら
「
地
域
経

済
活
性
化
の
た
め
の
施
策
」
の
提
出
を

求
め
た
と
こ
ろ
で
す
。
地
方
自
治
体
と

し
て
で
き
る
こ
と
は
限
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
地
域
経
済
の
刺
激
や
雇
用
対
策
に

関
す
る
施
策
の
実
施
に
よ
り
、
地
域
経

済
活
性
化
の
一
助
に
な
れ
ば
と
考
え
て

い
ま
す
。

■
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
つ
い
て

問

職
員
や
そ
の
家
族
に
感
染
者
が
出

た
場
合
の
勤
務
の
対
応
に
つ
い
て
伺
い

た
い
。

答

職
員
が
感
染
し
、
発
症
し
た
場
合

は
、
医
師
の
診
断
に
従
い
、
１
週
間
以

内
の
休
暇
、
ま
た
は
解
熱
後
２
日
以
内

は
他
人
に
感
染
す
る
可
能
性
が
あ
る
た

め
、
自
宅
療
養
を
す
る
よ
う
全
職
員
に

周
知
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
家
族
の
発

症
に
よ
り
感
染
の
恐
れ
が
あ
る
場
合
は
、

自
主
的
に
マ
ス
ク
を
着
用
す
る
な
ど
し

て
周
囲
へ
の
感
染
防
止
に
努
め
る
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

職
員
が
休
暇
を
取
得
し
た
場
合
の
仕

事
の
引
継
ぎ
方
法
に
つ
い
て
は
、
日
ご

ろ
か
ら
業
務
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
整
備
や
業

務
分
担
の
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
に
よ

り
事
務
事
業
の
共
有
化
を
図
っ
て
お
り
、

課
や
係
な
ど
職
場
内
で
臨
機
応
変
に
職

員
の
応
援
体
制
を
敷
く
こ
と
に
よ
り
、

市
民
サ
ー
ビ
ス
に
支
障
が
出
な
い
よ
う

な
態
勢
を
整
え
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
強
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議会 だ よ り

く
り
協
議
会
」
と
相
談
し
、
今
年
度
中

に
基
本
的
な
構
想
を
作
成
す
る
予
定
を

し
て
お
り
、
来
年
度
以
降
、
実
施
に
向

け
た
設
計
に
入
り
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。な

お
、
駅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
に
引

き
続
き
、
駅
前
広
場
の
改
良
を
考
え
て

い
ま
す
。

踏
切
の
拡
幅
改
良
に
つ
い
て
は
、
前

提
と
し
て
、
南
北
の
道
路
に
歩
道
を
設

置
す
る
必
要
が
あ
り
、
現
時
点
で
は
困

難
で
す
。
今
後
、
柿
田
公
園
線
南
進
道

路
と
県
道
豊
田
安
城
線
が
開
通
す
る
こ

と
に
よ
り
、
踏
切
自
体
の
交
通
量
の
変

化
が
見
込
ま
れ
ま
す
の
で
、
そ
の
動
向

に
よ
っ
て
、
整
理
す
る
課
題
で
あ
る
と

■
名
鉄
新
安
城
駅
周
辺
の
バ
リ
ア
フ
リ

ー
化
に
つ
い
て

問

南
北
の
駅
前
広
場
と
新
安
城
駅
西

側
の
踏
切
の
改
良
に
つ
い
て
、
ま
た
、

新
安
城
駅
か
ら
八
千
代
病
院
間
へ
の
歩

道
設
置
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

答

来
年
度
に
改
札
口
東
側
に
ホ
ー
ム

を
ま
た
が
る
橋
上
形
式
で
エ
レ
ベ
ー
タ

ー
を
設
置
す
る
た
め
の
協
議
を
名
鉄
と

進
め
て
い
ま
す
が
、
南
側
の
駅
前
広
場

の
用
地
内
に
張
り
出
す
た
め
、
広
場
の

形
態
を
改
良
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

北
口
に
つ
い
て
も
、
人
、
車
の
流
れ

を
円
滑
に
す
る
た
め
に
、
ロ
ー
タ
リ
ー

の
形
態
な
ど
を
改
良
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
今
後
、「
新
安
城
駅
周
辺
ま
ち
づ



た
め
に
設
立
。
そ
の
後
、
広
域
消
防
局

と
統
合
。
安
城
市
も
医
療
・
介
護
に
つ

い
て
広
域
連
合
で
検
討
す
る
こ
と
が
必

要
か
と
思
う
。

堺
市
の
市
税
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
に
つ

い
て
は
、
民
間
の
債
権
回
収
会
社
か
ら

電
話
専
門
オ
ペ
レ
ー
タ
の
派
遣
を
受
け
、

滞
納
者
に
初
期
の
段
階
か
ら
納
税
を
勧

奨
し
て
、
税
の
徴
収
率
向
上
に
成
果
を

上
げ
て
い
る
。
債
権
回
収
対
策
室
に
つ

い
て
は
、
徴
収
体
制
の
強
化
と
し
て
市

税
各
種
保
険
料
な
ど
未
収
金
対
策
の
充

実
を
図
る
た
め
徴
収
体
制
を
検
討
し
、

チ
ー
ム
編
成
を
す
る
な
ど
し
て
成
果
を

上
げ
て
い
る
。

大
阪
府
岸
和
田
市
貝
塚
市
清
掃
施
設

組
合
の
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
は
、
地
下

１
階
か
ら
地
上
７
階
ま
で
の
大
き
な
ご

み
処
理
施
設
棟
な
ど
が
あ
る
。
分
別
が

徹
底
し
て
い
な
い
点
、
余
熱
利
用
が
さ

れ
て
い
な
い
点
は
残
念
に
感
じ
る
。

月
２
日
、
行
政
調
査
事
後
報
告
会

１２
を
開
催
し
た
。
今
回
の
調
査
は
、
安
城

市
が
抱
え
る
問
題
を
的
確
に
捉
え
た
も

の
で
有
意
義
な
報
告
会
が
で
き
た
。

＊
ま
ち
づ
く
り
推
進
特
別
委
員
会（
委

員
長
▼
都
築
國
明
）

月

日
か
ら

日
に
か
け
て
、
愛

１０

１３

１５

媛
県
今
治
市
、
愛
媛
県
新
居
浜
市
、
兵

庫
県
神
戸
市
を
訪
問
。
景
観
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
、
都
市
交
通
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
・

都
市
交
通
戦
略
、
頑
張
る
地
方
応
援
プ

ロ
グ
ラ
ム
、
緑
の
基
本
計
画
に
つ
い
て

調
査
し
た
。

月

日
、
行
政
調
査
事
後
報
告
会

１１

１１

を
開
催
し
、
こ
れ
か
ら
の
安
城
市
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
、
各
委
員
が
意
見
を

出
し
た
。

景
観
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
つ
い
て
は
、

景
観
行
政
団
体
へ
の
取
り
組
み
、
屋
外

広
告
物
条
例
の
制
定
な
ど
、
次
世
代
が

愛
着
や
誇
り
が
実
感
で
き
る
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
る
べ
き
で
あ
る
な
ど
の
意
見

が
あ
っ
た
。

都
市
交
通
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
つ
い

て
は
、
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
と
移
動
し

や
す
い
道
路
整
備
、
デ
マ
ン
ド
交
通
の

導
入
・
検
討
す
る
べ
き
で
あ
る
な
ど
の

意
見
が
あ
っ
た
。

頑
張
る
地
方
応
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ

い
て
は
、
耐
震
化
促
進
に
向
け
た
取
り

組
み
と
し
て
、
地
域
に
出
向
く
出
前
ト

ー
ク
や
耐
震
診
断
の
各
戸
訪
問
案
内
活

動
が
参
考
と
な
っ
た
。

公
園
に
つ
い
て
は
、
一
人
あ
た
り
の

公
園
面
積
で
は
な
く
利
用
環
境
の
整
備

が
必
要
で
あ
る
。
ま
ち
な
か
に
ポ
ケ
ッ

ト
パ
ー
ク
を
点
在
さ
せ
る
必
要
が
あ
る

な
ど
の
意
見
が
あ
っ
た
。

＊
環
境
首
都
推
進
特
別
委
員
会（
委
員

長
▼
深
津
忠
男
）

月

日
か
ら

日
に
か
け
て
、
宮

１０

１３

１５

城
県
白
石
市
、
千
葉
県
香
取
市
、
神
奈

川
県
小
田
原
市
を
訪
問
。
食
品
リ
サ
イ

ク
ル
施
設
先
進
モ
デ
ル
実
証
事
業
、
農

林
水
産
バ
イ
オ
リ
サ
イ
ク
ル
研
究
事
業
、

低
公
害
車
の
普
及
、
環
境
教
育
に
つ
い

て
調
査
し
た
。

白
石
市
は
、
食
品
リ
サ
イ
ク
ル
施
設

先
進
モ
デ
ル
実
証
事
業
と
し
て
、
生
ご

み
資
源
化
事
業
所
を
設
置
。
焼
却
灰
が

％
か
ら
５
％
へ
と
半
分
に
減
少
し
た
。

１１
し
か
し
、
発
電
コ
ス
ト
が
膨
大
と
感

じ
た
が
、
バ
イ
オ
ガ
ス
発
電
の
先
進
的

な
取
り
組
み
と
し
て
参
考
に
な
っ
た
。

農
林
水
産
バ
イ
オ
リ
サ
イ
ク
ル
研
究

事
業
に
つ
い
て
、
野
菜
く
ず
な
ど
を
原

料
と
し
た
メ
タ
ン
発
酵
プ
ラ
ン
ト
は
、

発
電
量
は
わ
ず
か
だ
っ
た
が
、
た
い
肥

と
液
肥
が
農
業
生
産
に
大
き
く
寄
与
し

て
い
た
。
そ
の
た
い
肥
か
ら
野
菜
を
生

産
、
販
売
ま
で
の
循
環
型
に
な
っ
て
い

る
。
安
城
市
も
バ
イ
オ
マ
ス
の
動
向
な

ど
、
更
に
研
究
推
進
を
図
っ
て
ほ
し
い
。

低
公
害
車
普
及
事
業
に
つ
い
て
は
、

市
公
用
車
に
低
公
害
車
を
率
先
導
入
し

た
後
、
地
元
企
業
を
巻
き
込
ん
で
、
配

毒
性
を
想
定
し
た
「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
対
策
業
務
継
続
計
画
」や
「
同
行
動

計
画
・
行
動
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
策
定
し

て
お
り
、
業
務
の
優
先
度
を
考
慮
し
た

上
で
、
市
民
生
活
や
事
業
活
動
な
ど
へ

の
影
響
を
最
小
限
に
抑
え
る
よ
う
な
行

政
サ
ー
ビ
ス
の
推
進
体
制
を
確
保
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

閉
会
日
に
各
特
別
委
員
長
か
ら
６
月

以
降
の
委
員
会
活
動
の
中
間
報
告
を
し

ま
し
た
。
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で

す
。

＊
広
域
行
政
・
行
政
改
革
特
別
委
員
会

（
委
員
長
▼
木
村
正
範
）

月

日
か
ら

日
に
か
け
て
、
佐

１１

１０

１２

賀
中
部
広
域
連
合
、
大
阪
府
堺
市
、
岸

和
田
市
貝
塚
市
清
掃
施
設
組
合
を
訪
問
。

広
域
連
合
、
市
税
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
、

債
権
回
収
対
策
室
、
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ

ー
に
つ
い
て
調
査
し
た
。

佐
賀
中
部
広
域
連
合
は
、
介
護
保
険

事
業
を
効
率
的
、
安
定
的
に
取
り
組
む
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特特別委員会特別委員会のの
中間報中間報告告



議会 だ よ り

市
都
市
計
画
審
議
会
審
議
案
件
の
報
告
、

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
中
間
報

告
、
緑
の
基
本
計
画
の
中
間
報
告
に
つ

い
て
説
明
を
聞
き
、
質
疑
を
し
ま
し
た
。

＊
議
会
運
営
委
員
会

●

月
５
日

行
政
調
査
の
事
前
学
習

１０
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

●

月

日
～

日

広
島
県
東
広
島

１０

２８

３０

市
、
山
口
県
山
口
市
、
岡
山
県
倉
敷
市

を
訪
問
。
議
会
運
営
、
議
会
基
本
条
例
、

政
務
調
査
費
に
つ
い
て
調
査
し
ま
し
た
。

●

月

日

行
政
調
査
の
事
後
報
告

１１

１６

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

●

月

日

第
５
回
臨
時
会
の
議
事

１１

１８

運
営
に
つ
い
て
協
議
し
ま
し
た
。

●

月

日

第
４
回
定
例
会
の
議
事

１１

２５

運
営
に
つ
い
て
協
議
し
ま
し
た
。

●

月

日

第
４
回
定
例
会
最
終
日

１２

１４

の
議
事
運
営
に
つ
い
て
協
議
し
ま
し
た
。

＊
議
会
改
革
検
討
委
員
会

●

月

日

諮
問
事
項
の
う
ち
、
政

１１

１８

務
調
査
費
の
使
途
基
準
等
の
見
直
し
、

議
会
の
情
報
公
開
の
充
実
に
つ
い
て
協

議
し
ま
し
た
。

●

月

日

諮
問
事
項
の
う
ち
、
災

１１

２５

害
時
の
議
員
の
行
動
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
つ

い
て
協
議
し
ま
し
た
。

●

月

日

諮
問
事
項
の
う
ち
、
議

１２

１４

会
の
情
報
公
開
の
充
実
、
災
害
時
の
議

員
の
行
動
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
つ
い
て
協
議

し
ま
し
た
。

達
車
な
ど
に
天
然
ガ
ス
車

台
を
採
用

７２

し
て
い
る
点
が
特
徴
的
で
あ
る
。

環
境
教
育
に
つ
い
て
は
、
地
球
こ
ど

も
環
境
ア
カ
デ
ミ
ー
を
実
施
し
、
平
成

年
は
８
日
間
の
研
修
で
小
中
学
生

２１

５９

人
が
参
加
。
少
人
数
だ
が
、
将
来
を
考

え
る
と
重
要
な
事
業
で
あ
る
。

環
境
と
経
済
の
好
循
環
を
築
く
と
い

う
視
点
に
立
っ
て
、
施
策
を
進
め
て
い

た
だ
き
た
い
。

９
月
定
例
会
閉
会
以
降
、

月
定
例

１２

会
閉
会
ま
で
の
主
な
活
動
状
況
は
次
の

と
お
り
で
す
。

な
お
、
特
別
委
員
会
の
活
動
状
況
は

特
別
委
員
会
の
中
間
報
告
を
ご
参
照
く

だ
さ
い
。

＊
全
員
協
議
会

●

月

日

実
施
計
画（
平
成

年

１１

２５

２２

度
～

年
度
）、新
地
方
公
会
計
制
度
に

２４

係
る
財
務
諸
表
に
つ
い
て
説
明
を
聞
き
、

質
疑
を
し
ま
し
た
。

＊
総
務
企
画
常
任
委
員
会

●

月

日

部
会
を
開
催
し
、
実
施

１１

１９

計
画（
平
成

年
度
～

年
度
）、新
地

２２

２４

方
公
会
計
制
度
に
係
る
財
務
諸
表
に
つ

い
て
説
明
を
聞
き
、
質
疑
を
し
ま
し
た
。

●

月

日

第
４
回
定
例
会
で
審
査

１２

１４

を
託
さ
れ
た
安
城
市
一
般
会
計
補
正
予

算
な
ど
５
議
案
を
審
査
し
、
い
ず
れ
も

原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

＊
経
済
福
祉
常
任
委
員
会

●

月

日

第
４
回
定
例
会
で
審
査

１２

１１

を
託
さ
れ
た
安
城
市
一
般
会
計
補
正
予

算
な
ど
６
議
案
を
審
査
し
、
い
ず
れ
も

原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

＊
市
民
文
教
常
任
委
員
会

●

月

日

部
会
を
開
き
、
新
図
書

１１

２７

館
基
本
計
画（
案
）に
つ
い
て
説
明
を
聞

き
、
質
疑
を
し
ま
し
た
。

●

月

日

第
４
回
定
例
会
で
審
査

１２

１０

を
託
さ
れ
た
安
城
市
一
般
会
計
補
正
予

算
な
ど
５
議
案
を
審
査
し
、
い
ず
れ
も

原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

＊
建
設
常
任
委
員
会

●

月

日

部
会
を
開
催
し
、
中
心

１１

１８

市
街
地
拠
点
整
備
基
本
計
画（
案
）に
つ

い
て
説
明
を
聞
き
、
質
疑
を
し
ま
し
た
。

●

月
９
日

第
４
回
定
例
会
で
審
査

１２
を
託
さ
れ
た
安
城
市
一
般
会
計
補
正
予

算
な
ど
５
議
案
を
審
査
し
、
い
ず
れ
も

原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
部
会
を
開
催
し
、
安
城
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全全員協議全員協議会会
・・委員会委員会のの

主な活動状主な活動状況況

安城市議会では、市民の皆さんにわかりやすく親しまれる市議会

を目指し、各定例会での一般質問の録画映像をインターネットで配

信しています。一般質問終了後、おおむね１０日後に市公式ウェブサ

イトの「市議会のページ」で視聴することができます。録画配信のた

め、議会の傍聴ができない人でも、いつでもどこでも何回でも視聴

できます。

市公式ウェブサイト（望遠郷）施http://www.city.anjo.aichi.jp/
市議会のページ施http://www.city.anjo.aichi.jp/gikai/

一般質問の録画映像をインターネットで見よう議会一口メモ



親から「好成績でなければ晩めし
抜き」と言われ、必死に投げまし
た。
◆練習は自己流
メインは１００ｍ走で、市の大会
での優勝経験もあります。ジャベ
リックスローはサブ種目として始
めました。もともとボール投げが
得意で、自分に合ってるなと思っ
たんです。ただ、練習は誰にも教
わることなく、ひたすら校庭で投
げていました。
◆強化練習について
高校からはやり投げに変わるの
で、投げ方から教わっています。
まだ、やりが地面に刺さらないし、
まっすぐ飛ばないから、しっくり
きません。早くコツをつかんで、
気持ちよく投げてみたいですね。
◆将来の目標
ほかの中学生より先にやり投げ
を習っているので、高校に進学し
たら、国体に出場したいです。た

広報あんじょう 2010.2.1 賀

安城マジッククラブ
この楽しさにはタネもシカケもありません

今年の９月末に開催される千葉

国体に向け、県陸上競技協会主催

の強化指定合宿および練習会の選

手に選ばれました。

◆抜てきのきっかけ
中学校までは、やり投げではな
く「ジャベリックスロー（※）」とい
う競技をしています。昨年８月に
出場した県ジュニアオリンピック
で準優勝したのが、選ばれたきっ
かけだと思います。大会では、父

三宅広大くん（明祥中学校３年）
こうだい

だ、まずは志望校に受かることで
すね（笑）
※ジャベリックスロー：プラスチ

ック製のやり（ターボジャブ）を
投げる競技。

投てきの瞬投てきの瞬間間

ちょっと不思議なことがで
きる、それだけで周りに笑顔
が生まれます。
わたしたちは、トランプや
コインなどの身近なものから、
大がかりなものまで、たくさ

■時毎月第２・４昇午後７時～９時 ■場桜井公民館 ■￥月額１５００円
■問水上保之さん（察０９０〈４４０９〉５８１８）

んのマジックを学んでいます。
メンバーの上級者が教えたり、 安城マジッククラブのみなさ安城マジッククラブのみなさんん

活動のよう活動のようすす

お互いに教えあったり、時にはプロのマジシャンを呼ぶことも。
マジックを披露した時、子どもや友人の驚いたり感動したりする表情
を見ると、とても気持ちが良いですよ。初心者でもすぐに始められるの
で、ぜひ参加してみてください。

県の千葉国体強化指定選手（やり投げ）に抜てき
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市民伝言板は、サークル会員の募集やイベント情報を掲載するコーナ
ーです。みなさんからの投稿をお待ちしています。
注 意 事 項 ▼①営利目的や政治活動、宗教関係のもの ②特定の人や
団体のみを対象としたもの ③公序良俗に反するなど、行政広報の公
共性、公益性を損なう恐れがあるものは、掲載できません。
その他、申し込み方法など詳しくは、秘書課広報広聴係まで。

Anjo“北斗”会員募集

公開練習で北斗のメンバーと
一緒に踊りませんか。
■時２月７日掌午後７時～９時
■場安城北部小学校体育館 ■他運
動のできる服装、上履き
■問フレンド（察〈９７〉９６３３）

ふれあいダンスパーティー

自由参加で楽しくダンス。収
益の一部は善意銀行へ預託。
■時２月１４日掌午後１時３０分～４
時 ■場中部公民館 ■￥５００円
■問石川ただしさん（察０９０〈６３３８〉
３７３９）

市民公開講座

乳がんについて
■時２月２０日松午前１０時～１１時
■場安城更生病院
■問安城更生病院がん相談支援室
（察〈７５〉２１１１）

桜のオーナーになりませんか

植樹祭を開催。
■時２月２１日掌午前１０時 ■場根崎
町調整池 ■￥１本５０００円 ■定５０
本（先着順） ■申２月５日晶午前
１０時から安城ライオンズクラブ
（察〈７６〉５７３１）へ

リーダー職対象セミナー

若者のやる気を引き出す方法
■時２月１２日晶午後６時３０分～８
時２０分 ■場安城商工会議所
■講瀬音静香氏

せ おと

■問鋤安城青年会議所森田一吉さ
ん（察０９０〈１７８９〉３９５１）

みちくさ（ささえあう親の会）

子どもの問題行動などで悩ん
でいる人の相談に乗ります。
■時毎月第２昇午前１０時～正午
■場文化センター ■￥１回５００円
■問 杉浦容子さん（察０９０〈７３１５〉
４５７２）

安祥公民館ダンスパーティー

参加自由です。一緒にダンス
を楽しみましょう。
■時２月７日掌午後２時～５時
■場安祥公民館
■問沓名輝明さん（察〈７４〉０２８２）

自分磨きミニ講座

民話を聴こう・語ろう会
■時２月２０日松午後１時 ■場市民
活動センター ■￥３００円 ■講石
川則子氏
■問グリーンそう古居敬子さん
（察０８０〈５２９５〉７７８２）

フラダンス体験講座☆

教育講演会

■時■講２月２０日松午前１０時獅松原
紗蓮氏（浄名寺副住職）「今を生
きる」、３月１３日松午前１０時獅廣
中邦充氏（西居院住職）「Ｂｅｌｉｅｖｅ」
■場市民会館
■問香村直郷さん（察〈７５〉７７７２）

■時２月１６日昇・２３日昇、３月９
日昇・１６日昇・２３日昇午後７時
～８時３０分 ■場中部福祉センタ
ー ■￥１０００円（全５回） ■問ピカ
ケの会河下ちふみさん（察〈７２〉
５７７９）

お琴、三味線の会

日本の楽器を通して、楽しみ
を創造してみませんか？
■時毎月第２・４昌午後１時～４
時 ■場作野公民館 ■￥月額２０００
～３０００円
■問中峯保栄川さん（察〈９７〉６０６７）

なか みね ほ えい せん

フラメンコ初心者クラス開講

いつもと違う自分を発見。
■時毎週晶午前１１時～正午 ■場南
部公民館 ■他子ども同伴可。希
望者多数の場合、託児開設あり
■問ペーニャフラメンコ肥田さん
（察０９０〈４２５８〉６５５５）



丈山小学校には、３つの自慢

があります。

◆花が自慢
同校は、東海７県の小学校が
花壇の美しさなどを競う、フラ
ワー・ブラボー・コンクールと
いう大会の強豪校。毎回上位入
賞し、大賞も受賞したことがあ
るほど。花壇のデザインから世
話まで、子どもが中心となって
取り組みます。こだわりは、市
の花であるサルビアを積極的に
使うこと。

◆地域の伝統文化が自慢
地域に伝わる歴史や伝統文化
を積極的に学んでいます。例え
ば、学校名の由来でもある石川
丈山の詩「六

ろっ

勿銘」は、みんなが
こつのめい

暗唱できるほど。また、市の伝
統文化でもある三河万歳
を、クラブ活動に取り入
れています。地元の三河
万歳保存会指導のもと、
町内の敬老行事や公民館
まつりといった、多くの
イベントで披露していま
す。

◆歌声が自慢
子どもたちの歌唱力がとても

高いです。その秘けつは、上級
生が下級生に教えるというスタ
イル。口の開け方から声の出し
方まで、５・６年生が、１・２
年生の教室に出向いて指導しま
す。毎月の歌も、合唱曲の中か
ら選ばれ、徐々にレベルが上が
るような選曲をしています。

広報あんじょう 2010.2.1 餓

岐阜県郡上市
わたしの故郷である岐阜県郡
上市明宝（旧明宝村）は、自然が
とても多くて緑豊かなところで
す。
森林から出るきれいな空気と、
アマゴやイワナが泳ぐ清流に囲
まれ、幼いころは野山を駆け巡
って遊びました。川で水遊びを
したり山へハイキングに行った
りした思い出もあります。

わたしが生まれ育った寒
かの

水という地区の名物は、毎
みず

年９月に、国の選択民俗無
形文化財・県の重要無形文
化財に指定されている「寒
水の掛

かけ

踊」という祭り。「し
おどり

ない」という、造花のつい
た竹を背負った男たちが、
歌や拍子に合わせて踊りま
す。今でもとても楽しみに

している行事です。
春には芝桜や水芭蕉

がきれいに咲き、夏は
めいほう高原音楽祭、
秋は紅葉、冬はスキー
と、四季を肌で感じな
がら過ごすことができ
ます。特にスキーは、
たくさんの雪が降るた
め大にぎわい。また、
年間を通して利用でき

る温泉もあり、村おこしに力を
入れてきた地域でもあります。
故郷にいたころには、何もな

い所だと思っていましたが、離
れてみて多くのことに魅力を感
じるようになりました。みなさ
んにも明宝の良さを知って欲し
いし、これからも故郷を大切に
したいと思います。

石川小百合さん（藤井町）

丈山小学校

丈山苑での三河万歳披丈山苑での三河万歳披露露

今年度受賞花壇と花壇委員今年度受賞花壇と花壇委員会会

石石川さ石川さんん（右）（右）と娘の咲衣ちゃと娘の咲衣ちゃんん
さ え

寒水の掛寒水の掛踊踊

歌を教えているよう歌を教えているようすす



今回は、末広町の町内会長であ

る和田さんに、まちの紹介をして

もらいました。

◆まちのイベント
まず、末廣秋葉神社の祭礼があ
ります。毎年１１月の吉日に、災害
厄除けを祈願して、盛大にとりお
こないます。神社に飾る「しめ縄」
は、町内の長老や経験者の指導を
受けながら、伝統的に町民の手で

作っています。祭礼当日は、神社
前の通りにのぼりを並べ、末広を
表す扇の紋がついた青地の幕を張
るのです。
次に、安城七夕まつりがありま
す。末広町は会場の一部となるの
で、商店街のオリジナルＴシャツ
を作ったり、携帯用サイトを作っ
たりして、積極的に参加していま
す。
◆まちの特徴
約３０年前までは、安城市の「娯

楽の街」として、夜遅くまで人通
りの多いところでした。町内に２
つの映画館があり、いろいろな飲
食店も軒を連ねていたのです。今、
その面影はほとんど見られません
が、代わりに安城南明治土地区画
整理事業によって、新しい街づく
りの計画が始まろうとしています。
町民と行政が協力して、末広町を
再びにぎわいと活気にあふれる街
にしようと、一生懸命取り組んで
います。

広報あんじょう 2010.2.1駕

「元気っ子アルバム」コーナーでは、皆さんからの投稿をお待ちしています。
市内在住の人のお子さん（未就学のみ）を写真と文章で紹介
４月１日号掲載分の申し込みは、２月９日昇午前９時から電話で秘書課広報広聴係（緯〈７１〉２２０２）へ。

今月の舞台 末広町

春から幼稚園に通う琉衣です。
春には１歳になる琉聖です。寒
さにも負けず、元気にスクスク
育っているよ♪
お父さん：伸拡さん

のぶ ひろ

お母さん：稚子さん （横山町）
わか こ

はじめまして優菜です。わた
しはアンパンマンが大好きです。
でもまだアンパンを食べたこと
がないです。食べてみたいなぁ。
お父さん：俊

しゅん

介さん
すけ

お母さん：真智子さん
ま ち こ

（三河安城本町）

ぼくは京です。みんなキョン
って呼びます。ぼくは外が大好
きで、寒さなんて平気です。犬
のように走りまわりま～す錘

お父さん：正幸さん
まさ ゆき

お母さん：裕美さん （古井町）
ゆ み

和和田さんと末廣秋葉神和田さんと末廣秋葉神社社

しめ縄作りのようしめ縄作りのようすす

町商店街オリジナルＴシャ町商店街オリジナルＴシャツツ

中本琉衣ちゃん（３歳）
なか もと る い

琉
りゅう

聖くん（１０か月）
せい 五十嵐優菜ちゃん（１０か月）

い が らし ゆ な西
方
京

に
し
か
た

く
ん（
3
歳
）

き
ょ
う
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さて問題です。巧みな話術で楽しませてくれた「さくのお笑い道場」。この落語を演じ
る人を「○なし家」と呼ぶこともあります。○に入る文字は何でしょうか？

安城農林高校生物工学科のみなさんが、広い海をイ
メージした正月飾りを飾ってくれました。

■日１２月１７日 ■場市役所
①市役所ロビーへ正月飾り

ごみ減量２０％達成に向けて買い物客にアピール。一
人ひとりの意識がごみを減らします。

■日１２月１８日 ■場市内商業施設
②ごみ減量キャンペーン

作野公民館の同講座受講生による初笑い高座。お客
さまを前に、６人の豆落語家が話芸を披露しました。

■日１月９日 ■場作野福祉センター
③さくのお笑い道場

新春の澄んだ青空に一斉放水。きびきびとした動作
がとても印象的でした。

■日１月１０日 ■場安城消防署訓練場
⑤安城市消防出初め式

初泳ぎの後は、石臼でもちつき体験。初めてにぎる
杵に力が入ります。つきたてのもちはおいしかった？
きね

■日１月１０日 ■場マーメイドパレス
④もちつき体験会

晴れて大人の仲間入り。振りそでの花が、梅の香匂
にお

うデンパークを彩った一日でした。

■日１月１１日 ■場デンパーク
⑦成人式

かわいい福助から大凧まで全国の凧が勢ぞろい。や
っぱり正月といえば凧あげですね。

■日１月７日 ■場デンパーク
⑥新春凧展示会

たこ



会 広報あんじょう 2010.2.1

クイズの答え・住所・氏名をはがき、またはＥメール（表題を「フォトでクイズ回答」としてください）に記載し、
２月２２日捷までに秘書課広報広聴係へ。（送付先詳細は裏表紙下に記載しています）
１月１日号の答え：「ア」ンカーです。 ※当選者の発表は賞品の発送をもってかえさせていただきます。

クイズの正解者の中から抽せんで５人に、広報あんじょうＣＤを差し上げます。
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■時 ２月７日掌午前９時３０分～午後４時
■内 福祉バザー、芸能発表会、手話教室、
高齢者疑似体験、ふれあい囲碁将棋
コーナー、小物づくり、地域の福祉
施設・養護学校・さくら保育園・自
主グループの皆さんの作品展示、市
地域活動支援センターの紹介、おし
るこサービスなど

■場 ■問 桜井福祉センター（緯〈９９〉７３６５）

■時 ２月１１日抄午後２時
■場 文化センター
■内 交通安全市民運動活動方針の発表、
お笑い劇団「笑劇派」の交通安全新喜
劇

■他 参加者へ記念品を贈呈
■問 市民安全課（緯〈７１〉２２１９）

■時 ２月１７日昌午後２時～３時
■内 我慢しない女性医療
■講 関谷 裕  子 氏

ゆう こ

■対 １８歳以上で市内在住・在勤の人
■定 ８０人程度（当日先着順）
■場 ■問 市保健センター（緯〈７６〉１１３３）

桜井福祉センターまつり 女性の健康づくり講演会
～更年期のこころとからだ～

交通安全市民大会

■時 ２月２７日松午前９時
■場 碧海信用金庫本店前
■内 地元産野菜の販売・調理法のアドバ
イス

■問 農務課（緯〈７１〉２２３３）

■時 ２月１４日掌午前９時
～正午

■場 リサイクルプラザ
■問 清掃事業所（緯〈７６〉
３０５３）、当日の問い合
わせ（緯０９０〈９８９２〉
２９３３）

今月のまちなか産直市

今月の再生家具等入札販売

フラワーアレンジメント講座「ママ
のコサージュ」
■時 ３月１日捷午後１時３０分
■講 山口 秋  子 氏

あき こ

■定 ２０人（先着順）
■￥ ３０００円
■申 ２月５日晶午前９時３０分から同ク
ラブハウスへ

■場 ■問 同クラブハウス（緯〈９２〉７１１２）
■他 入園料別途。都合により変更する場合があります。詳細はお問い合わせく
ださい。

いちご大福教室　　　　　　　　　
■時 ２月２０日松・２１
日掌・２７日松・
２８日掌午前１１時、
午後１時・２時
３０分

■定 各１５人（先着順）
■￥ ５００円
■申 当日午前９時３０分から同クラブハ
ウスへ

アートフラワー教室　　　　　　　
■時 ２月２０日松午前１０時から
■講 青木 元  子 氏

もと こ

■定 ５０人（当日先着順）
■￥ ８００円から

ジェルキャンドル教室　　　　　　
■時 ２月２１日掌午前
１０時から

■定 １００人（当日先着
順）

■￥ １２００円から

手作りパン教室　　　　　　　　　
■時 ２月２０日松・２１
日掌・２７日松・
２８日掌午後１時・
２時３０分
　※２０日は午後２
時３０分のみ。

■定 各４８人（先着順）
■￥ ５００円
■申 当日午前９時３０分から同クラブハ
ウスへ

押し花教室　　　　　　　　　　　
■時 ２月２７日松・２８
日掌午前１０時か
ら

■講 長谷川はる子氏
■定 各１００人（当日先
着順）

■￥ ５００円から

アートフラワー講座「桜」　　　　　
■時 ３月３日昌・１７日昌午前１０時（全
２回）

■講 青木元子氏
■定 ２０人（先着順）
■￥ ４０００円
■申 ２月５日晶午前９時３０分から同ク
ラブハウスへ

春の寄せ植え講座「オーストラリア
原産の植物を使って」
■時 ３月１２日晶午前１０時
■講  野  正  美  保  子 氏

の まさ み ほ こ

■定 ２０人（先着順）
■￥ ３５００円
■申 ２月５日晶午前９時３０分から同ク
ラブハウスへ

■時 ３月１０日昌午前９時３０分～午後１時
■場 市保健センター
■内 栄養バランスのとれた食事、貧血予
防食を学ぶ講義と調理実習

■対 妊娠中（出産予定月５月～９月）の人
※家族の参加も可。

■定 ２４人（先着順）
■￥ ４００円
■申 ２月５日晶～３月３日昌午前８時３０
分～午後５時１５分（松掌抄を除く）に
市保健センター（緯〈７６〉１１３３）へ

マタニティクッキング

　安城・碧南・刈谷・知立・高浜市在
住・在勤の人はどの会場でも受講可能。
■問 衣浦東部広域連合消防局消防課（緯

〈６３〉０１３５）
小児・乳児応急手当講習会　　　　　
■時 ２月２０日松午前９時～１１時
■場 安城消防署
■内 小児・乳児の心肺 蘇  生 法、ひきつけ、

そ せい

のどに異物が詰まった時の処置
■定 ２０人（先着順）
■申 ２月５日晶午前９時から同署（緯〈７５〉
２４９４）へ
普通救命講習会Ⅰ　　　　　　　　　
■時 ２月２１日掌午
前９時～正午

■場 高浜消防署
■内 心肺蘇生法
（気道確保、
人工呼吸、胸
骨圧迫）、ＡＥ
Ｄの使用法、
止血法など

■定 ２０人（先着順）
■申 ２月５日晶午
前９時から同署緯〈５２〉１１９０）へ

上級救命講習会　　　　　　　　　　
■時 ２月２７日松・２８日掌午前９時～午後
３時（２８日は正午まで）

■場 知立消防署
■内 心肺蘇生法、ＡＥＤの使用法、止血
法、外傷の手当てなど

■定 ２０人（先着順）
■申 ２月５日晶午前９時から同署（緯〈８１〉
４１４４）へ

救命講習会
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■時 ３月１日捷午前９時３０分～午後１時
■場 市保健センター
■内 親子で調理実習　献立獅三色おにぎ
り、きのこのみそ汁、ほうれん草の
ごま和え、かつおの香味焼き

■対 ３歳児健診済みで就学前の子とその
保護者

■定 １０組程度（先着順）
■￥ １人４００円
■持 エプロン・手ふきタオル・筆記用具・
子ども用の上履き

■申 ２月５日晶～２２日捷午前８時３０分～
午後５時１５分（松掌抄を除く）に市保
健センター（緯〈７６〉１１３３）へ

■場 ■問 歴史博物館（緯〈７７〉６６５５）
歴博講座「安城の歴史を歩く③」　　　
■時 ２月２０日松午後２時
■内 三河の戦争遺跡
連続講座「南吉を語る⑤」　　　　　　
■時 ２月２７日松午後２時
■内 教え子の思い出・下宿先での南吉
■講 加藤 千  津  子 氏、本城 良  子 氏、大見ま

ち づ こ よし こ

ゆみ氏
映画会「山田洋次監督時代劇三部作②」
■時 ２月２８日掌午前１０時、午後２時
■内 隠し剣鬼の爪　出演獅永瀬正敏ほか

■場 ■問 丈山苑（緯〈９２〉７７８０）
石川丈山勉強会　　　　　　　　　　
■時 ２月１４日掌午後１時３０分～３時
■内 石川丈山に親しむツボその４
■￥ 入苑料１００円（中学生以下は無料）、呈
茶料３００円

召しませハーブ　　　　　　　　　　
■時 ２月２１日掌午後１時３０分～３時
■内 ハーブティーのおいしいいれ方、美
白化粧水作り

■講 杉浦なお 壬 氏
み

■定 ２５人（先着順）
■￥ １０００円（入苑料・呈茶料を含む）
■持 ティーカップ・小皿・ティースプー
ン・ふきん

■申 ２月５日晶午前９時から同苑へ
菜の花コンサート　　　　　　　　　
■時 ３月２０日松午後６時～７時３０分
■内 オンド・マルトノとシンセサイザー
の演奏　出演獅市橋 若  菜 

わか な

■定 １３０人（先着順）
■￥ １０００円（中学生以下は９００円、入苑料・
呈茶料を含む）

■申 ２月１０日昌午前９時から同苑へ

歴史博物館の催し

丈山苑の催し

親子栄養スクール

■場 ■問 マーメイドパレス（緯〈９２〉７３５１）
男性施設無料開放　　　　　　　　　
■時 ２月１４日掌午前１０時～午後９時（プ
ール利用は午後８時まで）

■他 トレーニングジム利用者は講習修了
証が必要

マーメイドちゃん・マーメイド王子を探せ
■時 ２月２１日掌午前１０時～午後６時

■内 プール内に隠れているマーメイドち
ゃん・マーメイド王子を見つけた人
に、招待券をプレゼント

■対 小学生以下
■￥ 施設使用料
日本舞踊フィットネスＮＯＳＳ体験会
■時 ２月２６日晶午前１０時３０分～１１時３０分
■対 １８歳以上の人
■￥ ５００円
■定 ２０人（先着順）
■持 運動のできる服装・靴下または足袋・
タオル

■他 託児あり（生後６か月～未就園児、
先着１０人）

■申 ２月５日晶午前１０時からマーメイド
パレスへ

■場 ■問 堀内公園（緯〈９９〉５９４７）
じゃんけん大会　　　　　　　　　　
■時 ２月６日松・７日掌午前１１時、午後
１時

■内 じゃんけんで勝った人に景品をプレ
ゼント

■対 小学生以下
■定 各５０人程度（景品が無くなり次第終了）
男性観覧車無料開放　　　　　　　　
■時 ２月１４日掌午前９時～午後４時３０分
わたがしの配布　　　　　　　　　　
■時 ２月１４日掌午前１１時～午後３時（雨
天中止）

■対 小学生以下
■定 １００人程度（材料が無くなり次第終了）
利用者還元くじ引き　　　　　　　　
■時 ２月２０日松・２１日掌

■内 抽せんで、当たりが出たら有料遊具
招待券をプレゼント

■対 有料遊具を２つ以上利用した人
■定 各２００人（先着順）

■時 ２月１７日昌～３月１日捷（昇を除く）
■内 四季を通じたデンパーク園内の写真
作品展

■￥ 入園料
■場 ■問 デンパーク（緯〈９２〉７１１１）

■内 ■時 よだかのほし獅７日掌・１４日掌午
後１時３０分・３時　涙がぽろり、こ
いぬ座獅２１日掌午後１時３０分・３時、
２８日掌午後１時３０分　あんぷらスペ
シャル（全編生解説）獅２８日掌午後３
時
　※毎松・抄午後１時３０分・３時から
の投映でも生解説あり。

■場 ■問 文化センター（緯〈７６〉１５１５）

プラネタリウム
２月の生解説

デンパークフォトコンテス
ト優秀作品展

マーメイドパレスの催し

堀内公園の催し

■時 期間・日時
■場 場所
■内 内容
■講 講師・指導
■対 対象・資格
■定 定員・募集人数

■￥ 費用・受講料など
■持 持ち物
■他 その他
■申 申し込み方法など
■問 問い合わせ先

なお、■対 どなたでも、■定 特になし、
■￥ 無料の場合は記載を省略していま
す。

　「市政と暮らしのしおり」２７ペー
ジの北部調理場と南部調理場の電
話番号・ファクス番号に誤りがあ
りました。お詫びして訂正します。
■内 正獅北部調理場（緯〈７６〉４７００／
胃〈７７〉１８５０）、南部調理場（緯〈７１〉
１０５１／胃〈７４〉６７８４）
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■時 入学検査（基礎学力・作文・面接） ▼
前期獅３月１０日昌　後期獅３月２９日
捷

■対 中学校を卒業した人（３月卒業見込
みを含む）または中学校卒業程度の
学力があると認められる人

■定 ４０人（普通科）
■申 前期獅３月３日昌・４日昭、後期獅

３月２４日昌・２５日昭いずれも午前９
時～午後４時（最終日は午後３時ま
で）に安城高校（赤松町大北１０３／緯

〈７６〉６２１８）へ

　子育ての手助けをしてほしい「依頼
会員」と子育ての協力をしてくれる「提
供会員」が、お互いに助け合う会員組
織です。
■対 依頼会員獅市内在住・在勤・在学の
人　提供会員獅市内在住で、心身と
もに健康で自宅で子どもを預かるこ
とのできる人、子どもが好きでボラ
ンティア精神のある人　

■申 事前にファミリー・サポート・セン
ター（緯〈７２〉２３１５）へ
依頼会員希望者の入会説明会　　　　
　毎月２回説明会を開催しています。
提供会員希望者の講習会　　　　　　
■時 ２月１５日捷午前９時～午後３時３０分
　※保育サポーター養成講座、子育て
ネットワーカー養成講座を修了した
人は講習会を免除。

　２月１６日昇から３月３１日昌まで、新
システムへの切り替え作業のため、電
子申請の受け付けを停止します。この
間は窓口での申請のみとなります。
■問 情報システム課（緯〈７１〉２２０７）

　聴覚障害など、電話対応が難しい人
でも通報できます。
■内 ファクス獅「緊急通報ファクス用紙」
を胃〈６３〉１１１９へ送信　Ｅメール獅

「１１９番メール届出書」を消防署に提
出し、取得したアドレスへ送信
　※ファクス用紙・届出書は消防署、
市障害福祉課、衣浦東部広域連合ウ
ェブサイトで配布。

■問 衣浦東部広域連合消防局通信司令課
（緯〈６３〉０１３８／胃〈６３〉５７３１）

■内 新アドレス獅my-sports-anjo@cit
y.anjo.lg.jp

■他 現行のアドレスは４月１日昭以降使
用できません。

■問 市体育館（緯〈７５〉３５３５）

　国税庁ウェブサイト内には、確定申
告する外国人向けに、英語・ポルトガ
ル語・スペイン語の確定申告用ページ
を掲載しています。また、申告書の作
成には、いつでも作成可能な「確定申
告書等作成コーナー」のページを利用
してください。
ＵＲＬ獅http://www.nta.go.jp/
nagoya/
■問 刈谷税務署（緯〈２１〉６２１１）

■時 ■場 ■内 暴力追放愛知県民会議（緯０５２〈９５３〉３０００）
獅捷～晶午前９時～午後５時（抄承を除く）／
民事介入暴力事案などに経験と専門的知識の
ある弁護士・警察官ＯＢが相談に応じます。
安城警察署刑事課（緯〈７６〉０１１０）獅捷～晶午前
８時４５分～午後５時３０分（抄承を除く）

■問 市民安全課（緯〈７１〉２２１９）

■時 手帳交付獅４月１日昭から
■持 指定医が書いた診断書・意見書、認
め印、本人写真１枚（縦４㎝×横３
㎝、無背景のもの）
　※診断書・意見書は障害福祉課で配
布。

■申 ２月１日捷から障害福祉課（緯〈７１〉
２２２５）へ

ファミリー・サポート・セ
ンターの会員

県立安城高等学校
夜間定時制の生徒

身体障害手帳の障害分野に
肝臓機能障害を追加

電子申請・届出システムの
申請受け付けを停止

市体育館のＥメールアドレ
スを変更

１１９番通報はファクス・Ｅ
メールでも受け付けます

　２月は「家庭の日」県民運動の強調月
間です。青少年の家では、毎月第３掌

の「家庭の日」に、家族で卓球などがで
きる体育室を無料開放します。また、
ニュースポーツの指導もしています。
■時 毎月第３掌午前９時～午後４時３０分
　※ニュースポーツは午前１０時～正午。
■問 青少年の家（緯〈７６〉３４３２）

体育室の無料開放

国税庁外国語ページを利用
してください

■時 期間・日時
■場 場所
■内 内容
■講 講師・指導
■対 対象・資格
■定 定員・募集人数

■￥ 費用・受講料など
■持 持ち物
■他 その他
■申 申し込み方法など
■問 問い合わせ先

なお、■対 どなたでも、■定 特になし、
■￥ 無料の場合は記載を省略していま
す。
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